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冗
弘
・
建
武
津
軽
合
戦
に
関
す
る
一
考
察

は
じ
め
に

1 

元
弘
三
年
(
二
ニ
三
一
ニ
)
五
月
に
鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
す
る
と
、
陸
奥

守
に
任
じ
ら
れ
た
北
品
開
制
家
は
、
河
年
十
月
議
良
親
王
を
車
中
じ
て
父
親

一
一
応
と
と
も
に
陵
奥
に
下
向
し
、
時
間
奥
国
府
に
入
部
し
た
。
そ
し
て
こ
こ

を
拠
点
に
「
臨
時
州
小
幕
府
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
支
配
体
制
を
確
立
し
て

い
く
。
こ
の
体
制
の
下
で
、
奥
羽
各
地
に
は
一
か
ら
数
郡
ご
と
に
郡
奉

行
が
置
か
れ
地
方
支
配
の
要
と
な
っ
た
。
ま
た
軍
事
謬
祭
権
を
持
つ
郡

検
断
も
泣
か
れ
、
郡
奉
行
を
補
佐
し
た
。
し
か
し
、
幕
府
滅
亡
後
も
津

軽
地
ガ
で
は
新
政
権
に
対
す
る
抵
抗
が
続
き
、
一
克
弘
一
一
一
ノ
壬
木
か
ら
建
武

元
年
(
二
一
一
一
一
一
一
間
)
に
か
け
て
大
光
寺
楯
合
戦
・
石
市
内
楯
合
戦
持
寄

城
合
戦
仙
寺
の
戦
乱
が
棺
次
い
で
起
こ
っ
た
。
こ
の
際
、
北
畠
顕
家
は
各

地
の
有
力
武
士
を
続
々
と
津
軽
に
派
遣
し
、
顕
家
自
身
の
津
経
下
向
も

計
阪
さ
れ
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
建
武
元
年
の
年
末
に
は
戦
乱
は
ひ
と

橋

本

竜

男

ま
ず
終
息
に
向
か
う
一
(
地
図
l
、
年
表
l
)
。
こ
れ
が
本
稿
で
取
り
上

げ
る
津
軽
合
戦
で
あ
る
。

こ
の
津
軽
合
戦
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
合
戦
の
経
過
に
つ
い
て

略
述
し
た
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
同
合
戦
に
つ
い
て
扱

っ
た
文
献
の
多
く
が
、
概
説
批
判
や
自
治
体
史
の
通
史
編
と
い
っ
た
性
格

の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
格
的
論
文
で
こ
れ
を
扱
っ
た
も
の
は
少
な

く
、
津
軽
合
戦
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
と
い
う
の
は
管
見
の

限
り
で
は
無
い
。
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
そ
れ
ら
合
戦
の
経
過
に
関
す

る
記
述
に
さ
え
、
分
析
の
不
十
分
な
点
や
見
解
の
不
一
致
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
津
軽
合
戦
は
、
そ
の
基
本
的
情
報
で
あ
る
経

過
に
つ
い
て
も
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
津
駿
合
戦
は
、
津
経
で
局
地
的
に
発
生
し
た
戦
乱

で
は
な
い
。
一
克
弘
動
乱
、
そ
し
て
幕
府
の
滅
亡
と
い
う
当
該
期
の
全
劉

的
動
乱
の
一
端
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
怒
味
で
「
津
軽
に
お
付
る
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元
弘
動
乱
」
と
蓄
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
重
要
事
件
の
経
過
が
十
分
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
は
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
史
料
に
ま
で
遡
っ
て
津
軽
合
戦
が
ど
の
よ
う
に

展
開
さ
れ
た
の
か
分
析
し
、
よ
り
詳
細
な
合
戦
の
経
過
に
つ
い
て
の
叙

述
を
提
示
す
る
。津

軽
合
戦
の
経
過
に
関
す
る
先
行
研
究
と
そ
の
問
題
点

ま
ず
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
津
軽
合
戦
の
経
過
を
ど
の
よ
う
に
説

明
し
て
き
た
の
か
確
認
し
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
。
最
初
に
代
表
的
な
四
つ
の
箸
怒
・
論
文
の
必
要
箇
所
を
要
約
し

て
掲
げ
る
。

①
宮
崎
道
生
『
青
森
県
の
歴
史
』

イ
、
当
該
期
の
律
相
祉
の
動
乱
は
曾
我
氏
の
動
き
が
中
軸
と
な
る
。

品
目
我
氏
は
腕
家
の
大
光
寺
曾
我
氏
と
庶
子
家
の
岩
楯
合
我
氏
の

ニ
派
に
分
か
れ
て
対
立
し
て
い
た
。

口
、
嫡
家
大
光
寺
管
我
氏
は
幕
府
方
に
つ
き
、
津
軽
に
逃
れ
て
き

た
北
条
一
族
の
名
越
時
如
安
達
高
祭
等
と
と
も
に
大
光
寺
楯

を
拠
点
と
し
た
。
こ
れ
を
、
岩
槻
曾
我
氏
の
曾
我
光
高
や
工
藤

貞
行
、
尾
張
部
正
左
衛
門
尉
ら
朝
廷
方
の
寧
が
、
一
苅
弘
一
一
一
年
末

か
ら
別
立
建
武
元
年
一
月
に
か
け
て
攻
捜
し
た
こ
と
に
よ
り
大
光

寺
繍
合
戦
が
始
ま
る
。

ハ
、
大
光
寺
の
幕
府
方
は
敗
れ
て
石
川
城
に
入
っ
た
が
、
曾
我
光

高
ら
は
、
陵
曲
世
間
同
司
北
品
鎖
家
の
命
を
う
け
た
多
田
貞
綱
伊

賀
貞
光
お
よ
び
根
城
南
部
師
行
ら
の
援
助
を
得
て
、
五
月
に
は

石
川
城
を
も
攻
略
し
た
。

二
、
幕
府
方
は
さ
ら
に
持
容
械
に
た
て
こ
も
っ
た
が
、
朝
廷
方
は

安
東
氏
も
加
わ
り
十
一
月
に
は
持
容
城
も
陥
柑
惜
し
、
名
越
時

如
安
迷
路
奈
は
降
伏
し
た
。

②
阿
閃
清
一
「
元
弘
・
建
武
則
の
律
相
粧
大
乱
と
曽
我
氏
」

イ
、
北
条
氏
の
強
翻
な
支
配
に
組
み
込
ま
れ
た
奥
羽
の
地
に
は
、

新
政
権
に
抵
抗
す
る
残
存
勢
力
が
多
々
存
在
し
た
。
一
克
弘
一
一
一
年

十
二
月
、
そ
れ
ら
と
新
政
権
側
と
の
殻
初
の
衝
突
が
平
賀
郡
大

光
寺
楯
に
お
い
て
勃
発
し
た
(
大
光
寺
楯
合
戦
)
。

口
、
翌
雄
武
元
年
間
月
十
三
日
、
合
我
光
潟
と
向
族
経
光
と
の
間

で
合
戦
が
生
じ
、
翌
五
月
二
十
一
日
に
は
平
賀
郡
石
河
楯
で
の

合
戦
へ
と
発
展
。
詳
細
は
不
明
な
る
も
、
縫
光
と
光
前
の
戦
い

が
石
河
楯
合
戦
の
前
哨
戦
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

ハ
、
お
河
栃
合
戦
は
容
易
に
決
務
が
付
い
た
が
、
大
光
寺
、
石
河

の
合
戦
に
放
れ
た
軍
勢
の
一
部
は
さ
ら
に
持
寄
城
に
逃
れ
、
ま

た
そ
の
一
部
は
山
辺
郡
に
も
逃
れ
、
建
武
政
権
に
対
抗
し
た
。

ニ
、
こ
う
し
た
情
勢
を
打
開
す
る
た
め
、
国
内
勺
北
畠
顕
家
の
律
相
弛

下
向
が
計
閲
さ
れ
た
が
、
山
辺
郡
で
合
戦
が
勃
発
し
た
た
め
延



期
と
な
っ
た
。

ホ
、
そ
の
後
十
一
月
に
「
叛
乱
」
寧
の
首
班
、
名
越
時
如
安
迷

高
m
H
ら
が
投
降
し
、
津
軽
大
乱
は
ひ
と
ま
ず
終
結
し
た
。

{凶
v

へ
、
「
叛
乱
」
事
は
「
式
部
郷
宮
」
を
推
戴
し
、
「
小
鹿
島
弁
私
凹

城
今
淡
」
に
楯
を
構
築
し
、
津
軽
に
乱
入
し
た
。

3 

③
小
口
雅
史
「
津
軽
・
糠
部
の
鎌
倉
武
士
」

イ
、
元
弘
三
年
か
ら
四
年
初
め
に
か
け
て
、
大
光
寺
械
を
中
心

に
、
朝
廷
方
と
幕
府
方
と
で
戦
い
が
始
ま
っ
た
。
朝
廷
方
合
戦

奉
行
は
早
川
禅
門
、
そ
れ
に
工
膝
貞
行
・
尾
張
郎
正
左
衛
門
ら

が
従
い
、
曾
我
光
高
も
一
族
郎
等
と
と
も
に
参
戦
し
勝
利
に
貢

献
し
た
。

口
、
ま
た
、
北
条
方
が
小
鹿
島
・
秋
田
城
に
楯
を
築
い
て
洋
経
方

聞
に
侵
入
す
る
動
き
を
示
し
た
の
に
対
し
、
光
高
は
「
国
中
給

主
御
家
人
」
を
大
向
か
(
大
鰐
)
に
集
め
て
防
戦
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

ハ
、
北
条
ガ
は
つ
い
で
石
川
楯
に
た
て
こ
も
っ
て
抵
抗
を
続
け
た

が
、
曾
我
光
高
ら
の
奮
戦
で
五
月
に
は
務
滅
。

ニ
、
幕
府
方
最
後
の
拠
点
は
持
容
域
で
あ
っ
た
。
顕
家
は
各
地
の

有
力
武
士
を
統
々
と
津
駿
に
派
巡
し
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
の
激
戦
を
経
て
つ
い
に
持
容
械
も
務
減
、
十
一
月
に
は
幕
府

方
の
巨
将
名
越
時
如
安
達
高
気
も
降
伏
し
た
。

F
U】

③
山
国
島
勝
一
一
一
『
市
浦
村
史
』

ィ
、
一
冗
弘
四
年
正
月
十
日
、
曾
我
光
高
代
恵
藤
道
為
寧
忠
注
進
状

案
(
の
ち
史
料
I
で
引
用
)
に
よ
れ
ば
、
一
克
弘
一
ニ
年
十
二
月
以

前
に
「
大
光
寺
合
戦
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
鎌
倉
幕
府
の
北

条
氏
余
党
の
反
抗
と
見
な
さ
れ
る
。

口
、
元
弘
凶
年
一
一
月
(
大
光
寺
合
戦
の
翌
月
)
、
曾
我
光
高
は
大

光
寺
合
戦
の
戦
功
に
よ
っ
て
旧
領
の
安
堵
を
請
う
て
い
る
が
、

そ
の
申
状
(
の
ち
史
料
2
で
引
用
)
に
よ
る
と
、
「
朝
敵
余
党

人
等
が
小
鹿
島
や
秋
田
城
の
諸
所
に
循
を
築
き
、
そ
こ
か
ら
津

軽
へ
乱
入
す
る
」
と
の
風
聞
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
闘
中
(
津

軽
を
指
し
た
も
の
か
)
の
給
主
御
家
人
を
集
会
さ
せ
、
大
阿
匁

郷
(
現
南
津
軽
郡
大
鰐
町
)
で
秩
聞
方
面
の
凶
徒
乱
入
を
防
戦

す
る
」
と
い
う
。
こ
れ
は
「
大
光
寺
合
戦
」
に
統
い
て
次
の
合

戦
が
待
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ハ
、
大
光
寺
合
戦
の
約
五
ヶ
月
後
、
第
二
の
戦
い
は
石
川
舗
に
お

い
て
展
開
削
さ
れ
た
。
光
高
の
相
手
は
一
族
の
曾
我
氏
で
北
条
余

党
に
加
わ
っ
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
合
戦
は
、
二
月
の
光

高
申
状
に
あ
っ
た
風
開
通
り
「
小
鹿
島
・
秋
尽
城
」
の
北
条
残

党
が
津
軽
に
入
っ
て
合
流
し
て
の
反
乱
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

こ
の
合
戦
は
、
北
条
氏
一
門
の
名
越
時
如
や
前
秋
田
城
介
安
達

泌
景
も
既
に
伴
嫁
入
り
し
て
の
合
戦
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ニ
、
(
建
武
元
年
ヵ
)
六
月
十
二
日
、
北
品
顕
中
部
御
教
滋
(
の
ち
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史
料
7
、
刊
で
一
部
引
用
)
に
よ
る
と
、
こ
の
時
点
で
就
に

「
石
川
楯
」
は
国
街
側
に
陥
落
さ
せ
ら
れ
、
安
達
肉
強
や
名
越

時
如
ら
を
主
体
と
す
る
北
条
余
党
は
集
結
し
て
持
寄
誠
に
立
て

能
も
っ
て
抵
抗
を
統
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
建
武
元
年
十

一
月
、
大
光
寺
繍
合
戦
か
ら
石
川
栂
合
戦
を
経
て
頑
強
に
抵
抗

を
繰
り
返
し
た
北
条
余
党
に
よ
る
反
乱
も
、
こ
の
持
寄
城
合
戦

を
段
後
に
大
将
株
の
名
越
時
加
・
安
迷
高
景
以
下
両
手
を
組
ん

で
降
参
し
て
幕
切
れ
と
な
っ
た
。

①
宮
崎
道
生
氏
の
説
は
、
大
光
寺
石
河
持
寄
の
一
一
一
件
の
合
戦
を
一

巡
の
流
れ
と
し
て
捉
え
、
先
の
合
戦
の
敗
兵
が
次
の
織
に
移
っ
て
戦
う

と
い
う
関
係
で
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
光
寺
栃
合
戦
の
翌
月
に
あ

っ
た
出
羽
側
か
ら
の
北
条
氏
勢
力
の
乱
入
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な

し
次
に
②
岡
田
清
一
氏
の
説
も
、
基
本
的
に
は
宮
崎
氏
同
様
、
先
の
合

戦
の
敗
兵
が
次
の
織
に
移
る
と
い
う
連
続
関
係
で
捉
え
て
い
る
。
た
だ

し
岡
悶
氏
の
場
合
、
大
光
寺
楯
合
戦
と
石
河
楯
合
戦
の
関
係
は
必
ず
し

も
明
確
に
し
て
お
ら
ず
、
大
光
寺
白
石
河
そ
れ
ぞ
れ
の
敗
兵
が
持
容
械

に
移
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
附
田
氏
は
、
出
羽

側
か
ら
の
北
条
氏
勢
力
の
介
入
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
津
軽
合

戦
の
推
移
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
は
説
明
し
得
て

し
な
し
。

③
小
口
雅
史
氏
の
説
も
、
ィ
、
ハ
、
一
一
の
合
戦
の
推
移
に
つ
い
て
述

べ
た
部
分
を
見
る
限
り
で
は
、
先
の
敗
兵
が
次
の
楯
に
移
る
と
い
う
関

係
で
一
一
一
件
の
合
戦
を
捉
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
問
題
は
ロ
の
出
羽

側
か
ら
の
北
条
氏
勢
力
の
乱
入
に
つ
い
て
述
べ
た
筒
所
で
、
こ
の
記
述

は
単
に
時
系
列
に
沿
っ
て
間
に
挿
入
し
た
だ
け
と
い
う
印
象
が
強
く
、

他
の
部
分
と
の
m
関
係
が
う
ま
く
説
明
出
来
て
い
な
い
。
試
み
に
口
の
部

分
を
飛
ば
し
て
小
口
氏
の
説
明
を
読
ん
で
み
て
欲
し
い
。
す
る
と
氏
の

説
明
は
す
ん
な
り
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
③
鐙
島
勝
一
一
一
氏
の
説
も
、
他
の
一
ニ
説
と
向
様
先
の
敗
兵
が
次

の
楯
に
移
る
と
い
う
関
係
で
三
件
の
合
戦
の
挽
移
を
説
明
し
て
い
る
。

た
だ
豊
島
氏
の
場
合
は
、
出
羽
か
ら
の
北
条
余
党
乱
入
の
動
き
を
合
戦

の
推
移
の
中
に
明
機
に
位
置
付
け
て
お
り
、
大
光
寺
楯
合
戦
後
に
こ
の

動
き
が
あ
り
、
彼
ら
が
津
軽
の
北
条
余
党
に
合
流
し
て
石
河
織
合
戦
を

引
き
起
こ
し
た
と
し
て
い
る
。

以
上
の
説
明
を
受
け
て
、
先
行
研
究
の
叙
述
に
見
ら
れ
る
問
題
点
を

指
摘
す
る
。
第
一
に
、
先
行
研
究
の
叙
述
は
い
ず
れ
も
各
合
戦
闘
の
関

係
を
単
純
化
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
田
山
う
。
問
者
と
も
先
の
合
戦
の
敗

兵
が
次
の
楯
に
移
っ
て
戦
っ
た
と
い
う
よ
う
な
理
解
を
示
す
の
み
で
あ

り
、
三
件
の
合
戦
を
単
純
に
一
つ
の
流
れ
と
し
て
捉
え
て
し
ま
っ
て
い

る
。
第
二
に
、
洋
経
合
戦
全
体
の
推
移
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
る
が
、

側
々
の
合
戦
の
顛
米
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
詳
し
い
記
述
が
無
い
。
第
一
ニ

に
、
出
羽
か
ら
の
北
条
余
党
の
乱
入
を
洋
経
合
戦
の
推
移
の
中
に
ど
う



位
詑
付
け
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
明
確
に
説
明
し

得
て
い
る
の
は
、
③
豊
島
氏
の
説
の
み
で
あ
る
。

以
上
の
問
題
点
を
受
け
、
こ
れ
ら
を
解
決
し
、
よ
り
撃
っ
た
津
騒
合

戦
の
経
過
の
叙
述
を
提
示
す
る
こ
と
を
本
稿
の
課
題
と
す
る
。
そ
の
た

め
に
は
ま
ず
、
先
の
合
戦
か
ら
次
の
合
戦
へ
と
至
る
過
複
を
仔
細
に
分

析
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
の
問
題
点
は
、
こ
の
検
討
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
各
合
戦
問
問
に
単
純

な
連
続
関
係
を
怨
定
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
微
な
関
係
が
見
ら
れ
る

の
か
、
或
い
は
見
ら
れ
な
い
の
か
を
検
討
し
、
よ
り
詳
細
な
津
軽
合
戦

の
流
れ
を
錨
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

そ
し
て
そ
の
分
析
は
同
時
に
第
二
の
問
題
の
解
決
に
も
繋
が
る
。
各

合
戦
闘
の
関
係
を
分
析
す
る
擦
に
は
、
先
の
合
戦
の
終
結
か
ら
次
の
合

戦
の
限
始
に
至
る
流
れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
、
個
々
の
合
戦
の
顛

末
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
第
一
の
分
析
を
行

う
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
合
戦
の
顛
末
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

議
後
に
第
一
一
一
の
問
題
で
あ
る
が
、
北
条
余
党
の
乱
入
を
津
軽
合
戦
の

中
に
位
撹
づ
け
る
に
は
、
結
局
こ
の
動
き
が
そ
れ
ぞ
れ
の
合
戦
と
ど
の

様
な
関
係
に
あ
る
の
か
が
分
か
れ
ば
良
い
。
そ
こ
で
第
一
の
分
析
の
中

で
こ
の
点
も
検
討
し
て
い
く
。

以
下
、
章
を
改
め
分
析
に
入
る
。

5 

各
会
戦
間
の
関
係

川
大
光
寺
楯
合
戦
と
出
羽
の
北
条
余
党
の
津
軽
乱
入

本
節
で
は
、
大
光
寺
栃
合
戦
と
、
そ
れ
に
引
き
統
い
て
起
こ
っ
た
出

羽
側
か
ら
の
北
条
余
党
津
軽
乱
入
の
動
き
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
こ
れ
は
先
行
研
究
で
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
問
題
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
大
光
寺
楯
合
戦
の
顛
末
か
ら
見
て
み
よ
う
。
こ
の
合
戦
に

つ
い
て
最
も
詳
し
く
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
合
戦
終
了
後
に
曾
我

光
筒
(
童
名
乙
房
丸
、
乙
丸
)
が
提
出
し
た
次
の
手
負
交
名
注
文
で
あ

る。沙
弥日

曜?
zu?匡
弘 い 在 間

三 ? 文 年

間う Q ご
語文 I蒋宍
年」豊三
津 -E3

撃 LE
事 552
大口、
光
寺

n 
u 

次
第

進
上

曾
我
乙
一
一
局
丸
代

曾
我
乙
丸
若
党
等
所
レ
被
レ
庇
交
名
注
文
事

山
且
嶋
=
孫
次
郎
時
貞
川
川
村
円
山
斗
削
減
ド
【
N
M州制川・

曾
我
弥
三
郎
光
貞
一
一
川
ぅ
一
心
川

hizs旬、れ採
f
・

羽
取
次
郎
兵
衛
重
泰
一

υ叫
批
円
満
州
川
上
旬
日
別
件

M
t

は
た
さ
し
彦
太
郎
お
そ
り
JT
主
主
了
【
C

】
日
計

矢
木
八
郎
計
抗
的
総
生
つ
か
れ

Z
R

胤
頭
小
問
郎
光
継
在
日
高
川
f

【C
】閉

d

人人人人人人
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省
、
此
条
々
、
一
本
一
言
も
偽
令
レ
申
候
物
者
、

車
中
レ
始
ニ
上
党
天
帝
尺
一
、
惣
日
本
悶
中
大
小
神
祇
、
民
〈
円
い
い
い
じ

罰
、
於
原
深
可
ニ
罷
山
総
一
候
。
何
起
請
文
之
状
仰
レ
件
。

一五弘一一年
l

正
月
十
日
乙
丸
代
沙
弥
道
為
(
花
押
)

傍
線
部
門

B
】
か
ら
、
大
光
寺
楯
で
は
遅
く
と
も
元
弘
一
一
一
年
十
二
月
十

一
日
に
は
戦
闘
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
問
問
団
清
一

氏
は
、
元
弘
三
年
の
十
月
段
階
か
ら
既
に
合
戦
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能

性
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
建
武
二
年
(
一
三
一
一
一
五
)
八
月
七

日
付
、
曾
我
貞
光
知
行
分
社
寺
注
文
案
(
『
南
北
』
一
一
五
九
)
に

よ
れ
ば
、
元
弘
一
一
一
年
十
月
三
日
夜
に
、
平
賀
郡
岩
楯
村
内
の
放
光
寺
と

大
平
賀
郷
内
の
地
球
蛍
の
知
行
を
安
堵
し
た
「
御
下
文
」
が
焼
失
し
て

い
る
が
、
こ
れ
が
戦
火
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
そ
の
様
に
推

測
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
傍
線
部
門
A
】、【
C
】
か
ら
、
翌
四

年
正
月
一
円
師
、
八
日
と
合
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
手
負

注
文
が
作
成
さ
れ
た
の
が
十
羽
で
あ
る
か
ら
、
正
月
八
日
の
戦
闘
で
ほ

ぼ
合
戦
が
終
結
し
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
次
に
、
山
山
柄
引
側
か
ら
の
北
条
余
党
の
津
軽
乱
入
に
つ
い
て
見
て

み
よ
う
。

〔
史
料
2
]
元
弘
四
年
二
月
日
、
曾
我
光
高
山
中
状
案
(
町
南
北
』

五
二
)

曾
我
太
郎
光
高
約
九
謹
言
上

欲
下
早
ι比
二
重
代
抑
制
伝
知
行
一
、
被
レ
成
ニ
l
下
安
堵
悶
骨
子
、

備
一
一
色
鋭
一
、
津
戦
平
賀
郡
内
岩
織
大
平
賀
沼
栃
村
々
、

弁
奥
州
名
取
郡
四
郎
丸
郷
内
若
限
郎
名
等
、

4
4
ニ
所
領
一
、
弥

拙
t
一
一
合
戦
忠
助
一
本

悶
進一

巻
代
々
先
制
御
下
文
弁
外
題
仙
寺

一
一
通
波
状
弁
系
図

右
、
岩
楯
大
平
賀
村
々
者
、
重
代
相
伝
所
館
、
知
行
子
レ
今

無
一
一
相
違
…
。
次
招
楯
村
者
、
光
商
親
父
曾
我
左
衛
門
太
郎
入
道

〔
光
翻
〕

光
称
、
自
二
子
息
余
一
資
光
許
一
被
一
一
線
与
一
、
多
年
知
行
無
ニ
相

違
一
。
次
四
郎
丸
郷
内
若
四
郎
名
者
、
令
レ
荒
ニ
L
除
問
地
一
、
離
レ

為
ニ
数
ヶ
年
畠
均
六
光
商
品
問
祖
父
宝
治
合
戦
勲
功
一
所
領
随
一

也
。
市
当
知
行
子
レ
今
無
ニ
相
違
一
。
愛
津
軽
大
光
寺
合
戦
時
、
光

利
説
明
劃
明
創
出
掛
川
捌
寸
判
矧
判
制
刻
町
制
州
制
判
樹

新
友
噺
判
謝
d
w
吟レ訓明日一
i

進
手
負
交
名
一
処
、
如
ニ
返
答
一
者
、
在

悶
合
戦
奉
行
人
令
レ
進
一
一
覧
注
進
刊
之
持
、
可
レ
令
レ
倣
ニ
ム
堪
手
負

波
文
一
之
由
申
、
被
レ
返
一
一
彼
手
負
交
名
目
安
之
一
了
。
附
叫
而
朝
敵

余
党
人
仙
寺
、
小
鹿
納
腕
弁
秋
田
誠
一
院
側
築
二
所
々
一
、
一
吋
レ
乱
ニ
l
入
津

軽
中
一
之
由
、
有
ニ
其
聞
}
之
問
、
問
中
給
主
御
家
人
令
ニ
集

会
一
、
大
河
が
郷
ト
之
為
一
一
妨
戦
一
、
令
レ
相
一
一
l
待
凶
徒
一
之
由
、
承

及
之
上
者
、
可
レ
然
者
、
被
レ
成
一
一
下
安
培
殴
笈
一
、
金
一
一
所



領
司
、
弥
為
レ
抽
一
一
合
戦
忠
勤
…
。
恐
々
粗
畳
一
口
上
如
レ
件
。

元
弘
四
年
二
月

日

こ
の
史
料
は
、
曾
我
光
高
が
自
ら
の
所
領
の
安
堵
を
求
め
て
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
大
光
寺
楯
合
戦
の
翌
月
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
本
文

中
で
も
河
合
戦
に
触
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
朝
敵

余
党
人
等
が
小
鹿
島
(
男
鹿
半
島
)
や
秋
田
城
に
楯
を
築
い
て
洋
経
に

乱
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
動
き
は
、
大
光
寺
楯
合
戦
後
問
問
も

な
い
頃
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
娘
測
の
域
は
出
な
い
が
、
間
合
戦
と
こ
の
動
き
と

の
関
係
に
つ
い
て
次
の
様
な
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
「
小
鹿
烏
」

「
秋
田
城
」
な
ど
の
北
条
余
党
は
、
大
光
寺
栂
合
戦
に
お
け
る
幕
府
方

の
敗
北
を
見
、
背
後
の
津
経
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
こ
の
地
の

合
験
へ
の
介
入
を
始
め
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。

7 

ω
石
河
栃
合
戦
の
勃
発
ま
で

次
に
、
北
条
余
党
の
津
軽
乱
入
後
、
石
河
栃
合
戦
の
勃
発
に
至
る
ま

で
の
過
程
に
つ
い
て
考
え
る
。

先
行
研
究
の
多
く
は
、
先
の
大
光
寺
栃
合
戦
の
敗
兵
が
石
河
楯
に
移

っ
て
戦
っ
た
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
④
焼
防
説
は
、
出
羽
の
北
条
余
党

が
洋
経
に
乱
入
し
、
大
光
寺
の
敗
兵
に
合
流
し
て
石
河
楯
合
戦
を
引
き

起
こ
し
た
と
し
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
う
し
た
関
係
は
見
ら
れ
る
の

か
。
ま
ず
は
石
河
楯
合
戦
の
発
端
か
ら
見
て
み
よ
う
。

筆
者
が
、
石
河
楯
合
戦
を
惹
起
し
た
原
因
と
考
え
て
い
る
の
は
、
品
自

我
光
高
と
そ
の
叔
父
余
次
(
二
)
経
光
と
の
践
の
平
賀
郡
大
平
賀
郷
を

め
ぐ
る
所
領
相
論
で
あ
る
。
次
の
史
料
は
、
史
料
l
の
紙
背
に
記
さ
れ

た
も
の
で
、
大
光
寺
楯
合
戦
の
前
後
か
ら
光
高
が
叔
父
の
経
光
と
の
聞

に
所
領
結
論
を
娘
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

門
史
料
3
]
年
月
日
欠
、
曾
我
乙
丸
代
恵
藤
孫
三
郎
為
円
申
状
土
代

(
『
南
北
』
一
一
ニ
九
)

曾
我
乙
丸
代
怒
燦
孫
三
郎
入
道
為
門
謎
汀
川
川
川
川

同

欲
早
叔
父
余
次
経
光
掠
給
安
出
世
門
川
川
ハ
ハ

津
軽
平
賀
郡
内
大
平
賀
郷
附
事

布
於
ニ
乙
丸
}
者
、
相
二
副
重
代
手
継
証
文
等
一
門
川
川
川

L
A

後
来
U
叫
川
竹
内
川
け
け
け

光
信
設
ニ
与
亡
父
肉
太
郊
入
道
光
称
一
部
阻
わ
い
い
け

口
口
日
米
曾
有
次
第
口
手
経
光
円
川
川
け

絞
口
口
問
弐
丁
在
家
一
一
一
宇
是
也
。
商
関
門
什
什
ハ
ハ

剰
自
ニ
光
称
許
一
経
光
仁
、
回
一
丁
進
給
門
川
ハ
ハ
川

大
平
賀
郷
銃
部
正
之
条
、
頗
好
謀
也
。
所
設
打
ハ
け

復
光
任
一
一
亡
父
光
称
等
液
状
…
、
如
レ
元
帰
賜
門
川
け
け

石
河
機
合
戦
勃
発
へ
と
至
る
過
糧
を
考
え
る
上
で
、
光
高
が
、
武
力
開
削

争
へ
と
発
展
し
か
ね
な
い
こ
の
よ
う
な
火
額
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
ま
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ず
押
さ
え
て
お
く
必
嬰
が
あ
る
。

こ
の
所
領
相
論
は
や
が
て
経
光
の
大
平
賀
郷
乱
入
と
い
う
事
態
に
発

展
す
る
が
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
大
光
寺
楯
合

戦
の
の
ち
光
高
が
取
っ
た
あ
る
行
動
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
記
し
た

史
料
が
前
掲
史
料
2
と
次
の
史
料
で
あ
る
。

合
我
光
商
申
状
案

(
『
南
北
』

[
史
料
4
〕
元
弘
四
年
二
月
日
、

五
三
)議

刊
の
あ
ん
と
の
国
せ
ん
山
中
状
あ
ん
」

曾
我
太
郎
光
潟
凶
炉
設
言
上

欲
下
問

Tι
比
一
一
重
代
棺
伝
当
知
行
国
間
一
、
且
依
一
一
合
戦
忠
勤
二
被
レ

成
二
l
下
安
堵
園
出
五
九
津
軽
平
交
郡
内
大
平
到
。
岩
栃
沼

栃
羽
喝
品
川
端
羽
嚇
洗
嚇
内
法
咽
嚇
哨
A
司
、
全
ニ
所
領
二
弥
抽
中

合
戦
忠
勤
丸
事

剖
進

一
巻
代
々
先
御
下
文
弁
外
題
等

二
通
談
状
弁
系
図

右
、
大
平
料
品
山
右
楯
村
々
者
、
重
代
初
伝
所
領
、
当
知
行
子
レ
今

畑
山
一
一
相
述
、
次
沼
楯
村
者
、
光
高
親
父
曾
我
左
衛
門
太
郎
入
道

~
た
制
】

光
称
、
自
二
子
息
余
一
資
光
許
一
被
一
一
級
与
一
、
多
年
知
行
無
二
相

違
一
。
議
境
調
諸
君
端
、
冷
レ
品
切
一
味
咽
地
一
、
嚇
レ

鳴
】
一
品
引
け
咋
噛
判
二
北
浦
噌
唱
叶
司
法
品
川
崎
峨
執
効
羽
根
判
明
い
池
。

調
川
当
吻
戸
W
4リ
レ
吟
湘
議
。
安
洋
戦
大
光
寺
合
戦
、
光
市
川
川
引
等
数
議

負
レ
手
被
レ
耐
師
、
半
死
半
生
之
問
、
合
戦
奉
行
人
目
T

河
禅
門
弁

除
問
続
開
相
共
、
同
所
設
一
一
煉
安
一
之
閥
、
記
ニ
l
載
注
進
之
状
一

上
、
守
二
l
談
凶
徒
話
人
一
令
一
一
参
上
一
之
上
者
、
仰
二
上
裁
一
、

可
レ
然
者
、
於
ニ
所
領
一
者
、
重
一
代
当
知
行
之
上
者
、
下
一
賜
安

堵
国
笠
二
為
レ
会
一
一
一
所
領
一
。
恐
々
品
寸
一
間
上
如
レ
件
。

元
弘
閉
年
一
一
月

日

史
料
2
と
史
料
4
の
傍
線
部
は
、
い
ず
れ
も
大
光
寺
楯
合
戦
後
の
光
筒

の
動
き
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
が
、
内
容
に
迷
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

を
ど
う
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
両
通
の
史
料
の
日
付
は
い
ず

れ
も
大
光
寺
楯
合
戦
の
翌
月
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
文
設
は

合
戦
終
結
後
ほ
ど
な
く
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ

こ
に
記
さ
れ
た
合
戦
後
の
光
高
の
励
き
も
、
ほ
ほ
文
沼
作
成
時
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
こ
つ
の

記
述
に
違
い
が
見
ら
れ
る
の
は
、
二
遜
の
史
料
は
多
少
の
時
間
差
を
股

い
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に
あ
っ
た
状
況
の
変
化
が
そ
の
ま
ま

記
述
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
二
週
の
史
料
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
史
料
4
に
は
史
料
2
の

本
文
を
修
正
し
た
附
刷
所
が
見
ら
れ
、
史
料
2
を
推
紋
し
た
も
の
が
史
料

4
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
史
料
2
が
先
、
史
料
4
が
後
に
記

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
考
隠
し
て
、
一
一
つ
の
記
述
か
ら
合



戦
後
の
光
高
の
動
き
を
解
釈
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

大
光
寺
楯
合
戦
の
の
ち
、
脅
我
光
高
は
自
ら
の
家
子
・
若
党
ら
の
手

負
等
を
記
し
た
「
正
予
負
交
名
目
安
」
を
国
府
一
一
一
番
引
付
安
威
左
衛
門
尉

方
に
提
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
在
国
合
戦
奉
行
人
」
を
通
し
て
提
出
せ

よ
と
返
却
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
光
高
は
、
小
鹿
島
や
秩
悶
滅
の
朝

敵
余
党
人
ら
が
津
軽
に
乱
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
風
聞
が
あ
る

の
で
、
津
軽
中
の
給
主
・
御
家
人
等
を
大
阿
保
(
大
鰐
)
郷
に
集
結
さ

一泊
vせ

、
こ
れ
に
備
え
さ
せ
る
と
の
命
を
受
け
た
。
そ
こ
で
光
高
は
、
先
に

返
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
「
手
負
交
名
目
安
」
を
指
示
通
り
合
戦
奉
行
人

早
河
禅
門
を
過
し
て
提
出
す
る
と
、
「
凶
徒
召
人
」
(
大
光
寺
楯
合
戦
の

降
人
か
)
を
護
送
し
て
大
阿
保
ま
で
参
上
し
た
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
大
光
寺
楯
合
戦
の
直
後
、
光
高
が
自
ら

の
本
拠
地
を
離
れ
て
大
阿
が
(
大
畑
町
)
ま
で
出
向
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
経
光
は
、
こ
の
光
潟
の
大
鰐
当
参
の
隙
を
つ
い
て
大
平
賀

郷
内
の
光
高
所
領
に
乱
入
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

9 

司
自〔

曾「占史
差欲我w!潟』料
ニド骨密~_ 5 

闘争係主 I~
御一光一五建
f史曾 可卜九武
、我乙京在)元

余 T1 相

被ニ謹 ヰ
ν さ壬 ( 

手登 i = 
返玉 三
ts¥ r::- 四
物致 ) 

1.'i~ 1性 百
己々ロ
下盟主 ヘ
EFg 曾

等去 支
て 守主

主被 虫
作。レ 4八

所
領
津
軽
平
賀
郡
内
大
平
賀
村
、
被
レ
追
ニ
出
経
光
一
、
全
中

所
領
上
事

件
条
、
伺
二
当
参
跡
線
一
、
経
光
令
レ
乱
二
i
入
光
高
所
領
}
之
、

i
l
l
-
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
L協
い
l
i
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
i
l
-
-

押
ニ
1
入
所
務
代
官
「
禰
牛
入
道
私
控
、
令
レ
歩
一
3

取
御
年
賃
銭

倒
剣
刻
刻
却
校
斜

1
到
U
制
川
剖
附
↓
刻
刻
刻

1
所
設
被
レ
差
一
一

在
国
御
使
↑
、
一
再
二
郷
内
百
姓
等
物
共
一
、
云
一
一
光
商
財
宝
仙
守
一
、

令
二
札
返
…
之
後
、
光
古
川
所
領
中
、
被
レ
追
一
一
出
経
光
己
下
従
類

《
↑
小
企

等
一
、
金
二
所
掘
調
一
、
致
一
一
経
光
罪
科
一
者
、
為
一
一
向
後
一
仰
二
上

裁
一
。
仰
恐
々
言
上
如
レ
件
。

建
武
一
五
年
一
一
一
月
日

恐
ら
く
こ
の
経
光
と
の
争
い
が
や
が
て
布
河
繍
合
戦
に
発
展
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
合
戦
の
後
光
潟
が
提
出
し
た
次
の
合
戦
注

文
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

[
史
料
6
〕
建
武
一
川
年
六
月
日
、

l
七
九
)

曾
我
太
郎
光
高
五
月
日
一
白
石
河
合
戦
事

分
取
頭

安
五
郎
六
郎
頭
、
間
矧
叫
凶
川
品
川

M
p
a
E
K

曾
我
彦
三
郎
以

同
与
次
若
党
政
、
R
H
J

一体河次郎一

(
『
南
北
』

曾
我
光
高
合
戦
注
文



10 

河
中
間
四
郎
太
郎
以

問
中
間
又
三
郎
頭
、
?
安
藤
太

其
外
頭
ニ
…
問
、

次
光
商
家
人
打
死
手
負
注
文
、

恕
藤
孫
七
れ
れ
点
。

孫
三
郎
M
V。

右
、
合
戦
注
文
如
レ
件
。

建
武
一
克
年
六
月

日

史
料
中
の
「
曾
我
与
次
」
は
品
目
我
余
次
(
二
)
経
光
と
伺
人
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
合
我
彦
三
郎
と
名
の
知
れ
な
い
こ
名
を
除
く

と
、
こ
の
合
戦
で
光
寸
前
の
認
が
討
ち
取
っ
た
相
手
は
全
て
経
光
の
若

党
中
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
合
戦
は
あ
く
ま
で
光
高
と

経
光
の
対
決
で
あ
っ
た
の
だ
。

以
上
の
よ
う
に
合
戦
勃
発
に
歪
る
ま
で
の
過
程
を
数
理
し
て
み
る

と
、
先
行
研
究
が
さ
し
た
る
根
拠
な
く
説
明
し
て
き
た
、
大
光
寺
の
敗

兵
が
石
河
械
に
総
っ
て
戦
っ
た
と
い
う
関
係
は
読
み
取
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
ま
た
、
「
小
鹿
島
秋
田
誠
」
の
北
条
余
党
が
洋
経
に
乱
入
し
、

津
軽
の
旧
幕
府
方
と
合
流
す
る
こ
と
で
石
河
栃
合
戦
を
引
き
起
こ
し
た

と
い
う
関
係
も
見
ら
れ
な
い
。
石
河
楯
合
戦
は
、
大
光
寺
楯
合
戦
、
そ

し
て
出
羽
か
ら
の
北
条
余
党
の
乱
入
と
い
う
混
乱
状
況
の
中
で
品
目
我
光

高
が
自
ら
の
本
拠
地
を
不
在
に
し
た
た
め
、
か
ね
て
よ
り
抱
え
て
い
た

叔
父
経
光
と
の
一
政
相
聞
相
論
が
表
街
化
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

仙
川
石
河
楯
合
戦
と
持
容
城
合
戦
の
関
係

次
に
、
石
開
門
楯
合
戦
の
終
結
か
ら
持
容
城
合
戦
の
勃
発
に
歪
る
ま
で

の
過
程
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
先
行
研
究
で
は
石
河
栂
の
敗
兵
が
持
寄

械
に
移
っ
た
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
捉
え
方
が
妥
当
な
の
か
検
討

し
て
み
よ
う
。

雨
合
戦
の
関
係
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

[
史
料

7
]
(建
武
元
年
カ
)
六
月
十
二
日
、
北
向
曲
顕
家
御
数
議

(
『
南
北
』
一
ー
l
七
一
一
)

(
品
問
的
)

一
津
艇
事
、
石
川
楯
無
為
資
柑
階
段
。
目
出
候
。
持
寄
域
紛
諮
無
二

御
心
元
一
候
。
尤
被
レ
打
ニ
向
彼
域
一
之
条
、
雌
レ
可
レ
玄
、
郡
内

事
、
無
二
左
右
一
、
又
難
レ
被
レ
閣
之
問
、
米
レ
被
レ
仰
候
也
。
ロ
品

可
レ
被
レ
随
ニ
事
体
一
鍬
。
中
条
ニ
ハ
早
可
レ
向
之
街
、
被
レ
仰
了
。

(
後
略
)

こ
の
史
料
は
、
陸
奥
守
北
品
顕
中
部
か
ら
糠
部
郡
奉
行
南
部
師
行
に
宛
て

《
円
カ
v

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
叡
聞
頭
に
「
ロ
レ
是
態
欲
レ
被
レ
仰
之
処
、

条
々
注
進
之
越
、
具
披
露
間
半
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
史
料
は
、
こ
れ

よ
り
先
に
南
部
師
行
か
ら
陸
奥
飼
府
に
対
し
て
「
条
々
」
の
注
進
が
あ
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り
、
そ
れ
に
対
し
て
逐
一
指
示
を
与
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
文
中
の
「
都
内
」
と
は
、
津
軽
の
こ
と
で
は
な
く
師
行
の
い
る
糠

部
郡
を
指
す
。

さ
て
、
本
史
料
に
よ
れ
ば
石
河
栃
合
戦
が
終
結
し
た
時
点
で
す
で
に

持
寄
城
合
戦
は
始
ま
っ
て
お
り
、
石
河
楯
陥
落
以
前
、
阿
合
戦
は
問
時

(幻】

並
行
で
戦
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
石
河
楯
の
敗
残

兵
が
持
寄
城
に
集
結
し
た
と
い
う
理
解
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。

で
は
史
料
7
に
見
え
る
石
湾
精
の
陥
洛
と
は
い
つ
の
こ
と
で
、
持
容

城
で
は
そ
れ
以
前
の
い
つ
頃
か
ら
戦
闘
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
の
か
。

史
料
7
の
石
河
栃
落
城
は
、
史
料
6
に
記
さ
れ
た
五
月
二
十
一
日
の

戦
闘
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
持
容
械
に
お
け
る
戦
闘
は
こ
れ

以
前
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
具
体
的
時
期
に
つ
い
て
は
判

然
と
し
な
い
。

た
だ
、
そ
の
一
つ
の

g
安
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
建
武
元
年

四
月
以
降
、
陸
奥
図
府
が
各
地
の
有
力
武
士
を
次
々
と
洋
経
に
派
遣
し

て
い
る
こ
と
だ
。
ま
ず
閏
月
十
三
日
以
前
に
多
聞
貞
織
が
派
巡
さ
れ
て

《

nv

お
り
、
つ
い
で
史
料
7
に
見
え
る
よ
う
に
六
月
十
二
日
以
前
に
中
条
時

長
が
巡
わ
さ
れ
、
八
月
に
は
時
間
奥
守
北
島
田
畑
家
自
身
の
下
向
が
計
画
さ

れ
、
八
月
二
日
以
降
に
鯨
問
乗
降
、
八
月
六
日
に
伊
賀
盛
光
同
光
俊

代
官
小
河
時
長
、
九
月
二
呂
以
降
に
大
河
戸
隆
行
が
下
向
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
中
条
時
長
と
伊
賀
盛
光
小
河
時
長
に
つ
い
て
は
持
寄
城
鋭

定
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
史
料
の
記
述
か
ら
明
確
に
分
か
る
。

そ
し
て
、
彼
ら
よ
り
後
に
下
向
し
た
鯨
同
乗
隆
と
大
河
戸
際
行
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「
為
一
一
津
軽
凶
徒
追
罰
一
」
「
津
軽
凶
徒
来
一
一
静
諮
一
之
附
」
派

巡
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
津
軽
凶
徒
」
は
持
寄
城
の
「
凶
徒
」
と
考

え
て
間
迷
い
あ
る
ま
い
。
よ
っ
て
少
な
く
と
も
中
条
時
長
以
鋒
の
津
軽

下
向
は
持
寄
城
平
定
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

問
題
は
そ
れ
よ
り
前
の
多
国
貞
綱
で
あ
る
。
貞
抑
制
が
津
経
に
下
向
し

{"と

た
の
は
「
為
一
一
朝
敵
追
罰
乙
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
朝
敵
」
が
持
寄
城

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
明
確
な
根
拠
は
な
い
が
、
点
制
酬
が
下
向
し
た
四

月
十
三
日
以
前
は
、
既
に
大
光
寺
楯
合
戦
は
終
結
し
て
お
り
、
ま
た
石

河
楯
合
戦
が
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
史
料
的
被
拠
も
な
い
。
従
っ
て
、

持
寄
城
の
「
朝
敵
追
閉
山
」
の
た
め
で
あ
っ
た
と
一
応
見
な
せ
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
持
寄
滅
合
戦
は
四
月
こ
ろ
に
は
始

ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
石
海
楯
合
戦
と
持
寄
城
合
戦
の
関
係

は
、
前
者
が
五
月
二
十
一
日
の
戦
闘
で
楯
が
陥
移
し
て
終
結
し
た
の
に

対
し
、
後
者
は
こ
れ
よ
り
も
前
(
湖
沼
頃
か
)
か
ら
既
に
合
戦
が
始
ま

っ
て
い
る
。
従
っ
て
二
件
の
合
戦
の
聞
に
先
行
研
究
が
説
明
す
る
よ
う

な
単
純
な
連
続
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

川
大
光
寺
楯
合
戦
と
持
容
城
合
戦
の
関
係

こ
こ
ま
で
の
考
察
で
、
一
二
件
の
合
戦
の
内
、
最
初
に
勃
発
し
た
大
光
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寺
楯
合
戦
と
二
番
目
に
起
こ
っ
た
石
河
栃
合
戦
と
の
問
、
そ
し
て
二
番

目
の
石
河
栃
合
戦
と
絞
後
に
起
こ
っ
た
持
寄
城
合
戦
と
の
聞
に
は
直
接

的
な
連
統
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
郊
で

は
、
最
初
の
大
光
寺
繍
合
戦
と
絞
後
の
持
容
城
合
戦
の
関
係
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
こ
れ
は
、
三
件
の
合
戦
を
一
巡
の
流
れ
と
し
て
捉
え
て
い

た
先
行
研
究
に
お
い
て
は
分
析
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
大
光
寺
機
合
戦
の
期
末
か
ら
確
認
し
て
お
く
。

ωで
見
た
よ

う
に
、
同
合
戦
は
元
弘
一
二
年
十
月
こ
ろ
か
ら
戦
協
が
行
わ
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
り
、
そ
の
後
十
二
月
十
一
日
、
翌
問
年
正
月
一
日
、
八
日
と

合
戦
が
行
わ
れ
、
正
月
八
日
の
戦
闘
で
ほ
ぼ
合
戦
が
終
結
し
た
。

そ
の
後
悼
付
帯
域
合
戦
の
開
始
に
至
る
わ
け
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ

う
に
向
合
戦
の
間
開
始
時
期
を
明
確
に
特
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ

こ
で
そ
の
終
結
か
ら
確
認
し
て
お
く
。
そ
れ
を
示
す
の
が
次
の
史
料
で

あ
る
。[

史
料
8
〕
建
武
一
苅
年
十
二
月
日
、
伊
賀
光
俊
軍
忠
状
(
『
南
北
』

一
一
一
一
)

合
戦
目
安

脱
出
奥
国
岩
城
郡
好
嶋
庄
西
方
御
家
人
伊
奴
式
部
次
郎
光
俊
、
差
ニ

ム
地
代
官
小
河
又
次
郎
時
長
一
、
相
ニ
1
伴
惣
領
伊
賀
一
ニ
郎
撚
光
一
、

創
川
別
対
則
捌
引
刻
矧
明
1
剛
制
刊
剖
馴
引
劉
働
矧
矧
刷

1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
L仰
陥
ト

i
l
i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

種
々
致
ニ
合
戦
一
上
、
同
九
月
壮
三
潟
一
一
忠
節
一
、
於
ご
翌
日
廿
四

民
合
戦
…
者
、
捨
ニ
身
命
…
致
一
一
忠
節
…
誌
。
然
後
室
二
十
一
月
十
九

日
御
合
戦
之
訪
問
居
一
、
致
ニ
勤
町
中
一
抽
一
一
軍
忠
一
之
上
者
、
争
可
レ

不
レ
被
一
一
党
翫
一
掃
J

。
然
早
賜
一
一
細
川
判
一
為
レ
俄
ニ
後
証
一
。
何
回
安

吉
田
上
如
レ
件
。

建
武
元
年
十
二
月

日

「
科
刊
ド
ハ
仇
内
出
副
什
)
」

こ
れ
に
よ
れ
ば
建
武
元
年
十
一
月
十
九
日
に
合
戦
が
終
息
し
た
こ
と
が

分
か
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
具
体
的
に
は
北
条
氏
一
族
の
名
越
時
如
と
秋

内初】

回
域
介
安
達
占
対
策
の
降
伏
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
史
料
9
〕
『
元
弘
日
記
談
話
』
(
『
群
刑
制
類
従
』
第
二
十
五
純
雑
部
)

今
年
特
(
中
略
)
十
一
月
、
洋
経
凶
徒
時
如
商
品
品
以
下
京
レ
手

乞
レ
降
。

こ
の
事
実
か
ら
、
持
容
城
合
戦
は
秋
田
城
介
ら
を
首
班
と
し
て
結
集
し

た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
大
光
寺
楯
合
戦
の
後
、
「
小
鹿
島
」

や
「
秋
郎
城
」
の
北
条
余
党
が
津
軽
に
乱
入
を
謀
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
動
き
は
、
秩
田
城
介
安
達
官
同
長
ら
の
動
向
だ
っ
た
と
見
て
ま
ず
問

迷
い
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
大
光
寺
楯
合
戦
後
に
津
軽
に
乱
入
を
謀
っ

た
防
羽
の
北
条
余
党
ら
が
、
扱
終
的
に
は
持
寄
械
に
終
結
し
た
と
考
え



ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
祭
内
容
と

ωか
ら
、
二
件
の
合
戦
の
関
係
を
次
の
よ
う
に

推
拠
出
来
よ
う
。
大
光
寺
楯
合
戦
の
終
結
後
、
安
達
商
長
名
越
時
如

ら
出
羽
の
北
条
氏
勢
力
は
、
向
合
戦
に
お
け
る
幕
府
方
の
敗
北
を
見
、

背
後
の
体
阪
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
こ
の
地
の
合
戦
へ
の
介
入

を
始
め
た
。
そ
し
て
い
拘
禁
ら
の
こ
う
し
た
動
き
と
、
大
光
寺
栃
合
戦
の

波
残
兵
が
結
び
つ
き
、
や
が
て
持
容
城
合
戦
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
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同
州

hd括

以
上

ωか
ら
川
刊
の
考
察
結
果
を
踏
ま
え
て
、
一
ニ
件
の
合
戦
の
相
互
関

係
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
ま
と
め
て
お
く
。

当
該
矧
の
一
一
一
件
の
合
戦
に
つ
い
て
、
従
来
の
説
で
は
大
光
寺
の
敗
兵

が
石
河
栃
へ
、
石
河
楯
の
敗
兵
が
持
寄
城
へ
移
る
と
い
う
連
続
附
関
係
で

捉
え
て
い
た
。
ま
た
、
出
羽
か
ら
の
北
条
余
党
の
介
入
に
つ
い
て
は
、

彼
ら
が
律
相
批
の
北
条
余
党
に
合
流
し
て
石
河
楯
合
戦
を
引
き
起
こ
し
、

こ
れ
ら
石
市
内
楯
の
敗
兵
が
持
寄
城
に
移
る
と
い
う
見
方
が
存
在
し
た
。

し
か
し
、
先
の
合
戦
か
ら
つ
ぎ
の
合
戦
へ
と
至
る
過
程
を
仔
織
に
分
析

す
る
と
、
連
続
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
は
大
光
寺
↓
出
羽
か
ら
の
乱
入

↓
持
容
と
い
う
流
れ
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
そ
の
怒
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
大
光
寺
栂
合
戦
か
ら
持
寄
城
合
戦
へ
と
至
る
過
程
が
津
軽
合
戦
の

大
勢
を
な
す
一
連
の
流
れ
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
石
河
繍
合
戦
は
そ

の
途
中
で
付
属
的
に
発
生
し
た
品
目
我
氏
内
部
の
私
戦
的
性
絡
の
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

川
一
一
一
件
の
合
戦
の
規
模
の
比
較

そ
こ
で
次
に
こ
の
見
通
し
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
、
一
一
一
併

の
合
戦
の
規
模
の
比
較
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
各
合
戦
に
動
員

さ
れ
た
兵
力
を
比
較
し
、
次
に
合
戦
の
戦
闘
期
間
の
比
較
を
行
う
。
こ

れ
ま
で
の
考
察
結
果
が
正
し
け
れ
ば
、
津
軽
全
土
を
巻
き
込
ん
だ
侶
幕

府
方
と
新
政
権
方
の
戦
い
で
あ
る
大
光
寺
綴
合
戦
と
持
寄
城
合
戦
は
規

模
が
大
き
く
、
曾
我
氏
内
部
の
私
戦
的
性
格
が
強
い
石
河
繍
合
戦
は
規

模
が
小
さ
い
は
ず
で
あ
る
。

ま
ず
は
兵
力
の
比
鮫
を
行
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
厳
密
な
兵
数
を
出
す

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
各
合
戦
に
関
与
し
た
と
見
ら
れ
る
人
物

を
列
挙
す
る
方
法
を
と
る
。

ま
ず
大
光
寺
楯
合
戦
か
ら
始
め
る
。
こ
の
合
戦
で
陸
奥
国
府
側
の
兵

と
戦
っ
た
棺
手
の
名
を
史
料
か
ら
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
国

府
側
の
人
物
に
つ
い
て
見
る
と
、
史
料
上
こ
の
合
戦
へ
の
関
与
が
認
め

(

却

}

【

初

V

ら
れ
る
人
物
は
、
曾
我
光
寸
前
、
安
藤
高
季
、
工
膝
貞
行
な
ど
の
津
軽
の

{訓
V

戸
松
V

有
力
武
士
、
尾
張
部
正
友
絡
門
別
刷
、
合
戦
奉
行
早
出
内
禅
門
、
南
奥
岩
城

An〕

郡
好
嶋
茂
の
武
士
伊
賀
盛
光
ら
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
津

軽
の
有
力
武
士
に
加
え
て
南
奥
か
ら
も
兵
力
が
動
員
さ
れ
て
お
り
、
か

な
り
の
軍
勢
が
投
入
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
綴
わ
れ
る
。

持
容
滅
合
戦
は
こ
れ
以
上
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
陵
爽
隈
府
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は
建
武
一
苅
年
四
月
以
降
、
各
地
の
有
力
武
士
を
続
々
と
津
軽
に
下
向
さ

せ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
持
寄
城
平
定
の
た
め
に
派
巡
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
間
合
戦
に
は
合
戦
終
了
後
に
作
成
さ
れ
た
「
津
軽
降
人

交
名
注
進
状
案
」
(
『
南
北
』
一
一
一
九
)
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
五
十

三
人
の
降
人
と
そ
の
細
川
人
二
十
一
人
が
記
さ
れ
て
お
り
、
品
目
我
氏
工

藤
氏
・
安
藤
氏
な
ど
津
軽
の
有
力
氏
族
が
分
裂
し
て
戦
っ
た
状
況
が
綴

わ
れ
、
同
合
戦
に
動
員
さ
れ
た
兵
力
の
大
規
模
さ
を
伝
え
て
い
る
。

一
方
の
石
河
楯
合
戦
で
あ
る
が
、
史
料
6
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う

に
、
品
目
我
光
商
経
光
と
そ
れ
ぞ
れ
の
家
人
の
他
に
は
、
平
賀
茶
の
関

与
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

次
に
各
合
戦
の
戦
闘
期
間
の
比
較
を
行
う
。

ま
ず
大
光
寺
楯
合
戦
の
戦
闘
期
間
に
つ
い
て
。
す
で
に
何
度
か
述
べ

た
が
、
同
合
戦
は
元
弘
三
年
十
月
こ
ろ
か
ら
戦
闘
が
始
ま
っ
て
い
た
可

能
性
が
あ
り
、
翌
年
正
月
八
日
に
終
息
し
て
い
る
。
従
っ
て
一
一
一
か
月
程

度
の
合
戦
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
持
寄
滅
合
戦
の
戦
闘
期
間
に
つ
い
て
。
先
に
見
た
よ
う
に
間
合

戦
は
建
武
元
年
五
月
二
十
一
日
の
石
河
楯
陥
落
以
前
か
ら
戦
闘
が
行
わ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
十
一
月
十
九
日
に
終
息
し
て
い
る
。
従
っ
て

六
カ
月
以
上
に
も
渉
る
長
期
戦
で
あ
っ
た
。

一
方
石
河
楯
合
戦
は
、
史
料
上
確
認
出
来
る
毅
初
の
戦
協
が
限
月
十

一
一
一
日
の
も
の
で
あ
る
か
ら
(
史
料
6
)
、
こ
れ
以
降
五
月
二
十
一
日
ま

で
と
な
る
と
、
一
か
同
月
強
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
合
戦
の
動
員
兵
力
と
戦
闘
期
間
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
一
一
一
件

の
合
戦
の
焼
般
を
比
較
し
た
が
、
本
節
閏
闘
頭
で
述
べ
た
見
通
し
通
り
大

光
寺
楯
合
戦
・
持
容
域
合
戦
は
大
規
模
で
あ
り
、
石
河
楯
合
戦
は
小
規

模
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
大
光
寺
栂
合
戦
持
容
滅
合
戦
が
津
軽
合
戦

の
本
流
で
あ
り
、
石
河
栃
合
戦
は
そ
の
途
中
で
発
生
し
た
曾
我
氏
内
部

の
私
戦
と
い
う
見
通
し
は
、
合
戦
の
続
税
と
い
う
観
点
か
ら
も
支
持
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

凶

石
河
楯
合
戦
の
性
格
に
つ
い
て

さ
て
、
前
章
ま
で
の
考
察
で
、
一
一
一
仰
の
合
戦
の
相
互
関
係
に
つ
い
て

の
見
通
し
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
ま
と
め
へ
と
進
む
前
に
触
れ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
石
河
楯
合
戦
の
性
絡
規
定

に
関
す
る
間
同
題
で
あ
る
。

前
章
で
筆
者
は
、
石
河
機
合
戦
を
津
軽
合
戦
の
本
流
か
ら
外
し
、
こ

れ
を
曾
我
氏
内
部
の
私
戦
的
性
格
の
も
の
と
佼
限
付
け
た
。
し
か
し
、

す
で
に
引
用
し
た
史
料
の
中
に
こ
の
主
張
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
史
料

が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
史
料
6
と
史
料
7
で
あ
る
。

史
料
6
は
、
石
河
楯
合
戦
終
結
後
に
曾
我
光
高
が
提
出
し
た
寧
忠
状

で
あ
り
、
恐
ら
く
本
文
中
に
見
え
る
「
御
奉
行
平
賀
」
の
よ
う
な
津
軽

現
地
で
活
動
し
て
い
た
合
戦
奉
行
人
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
史
料
7
を
見
る
と
、
合
戦
が
終
了
し
た
翠
月
に
は
陵
奥
悶
府
側
で

河
合
戦
に
つ
い
て
抱
握
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
終
息
に
つ
い
て
「
目



出
侠
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
史
料
6
で
光
寸
前
が
行
っ
た
注
進

は
、
最
終
的
に
は
陸
奥
悶
府
に
遥
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
陸
奥

国
府
は
河
合
戦
が
終
息
し
た
こ
と
を
・
一
向
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

石
河
柑
合
戦
が
骨
我
氏
内
部
の
私
戦
に
過
ぎ
な
い
な
ら
ば
、
軍
忠
状
が

提
出
さ
れ
る
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
し
、
ま
し
て
悶
府
が
合
戦
終

結
を
「
目
出
候
」
な
ど
と
祝
福
す
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
一
応
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
体
較
の
様

な
迷
隔
地
の
場
合
特
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
が
、
陵
奥
悶
府
は

現
地
の
詳
し
い
事
情
ま
で
は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
曾
我
光
高
は
そ
れ
を
利
用
し
て
、
本
来
所
領
相
論
の
相
手
を
倒

し
た
に
過
ぎ
な
い
石
河
楯
合
戦
を
、
悶
府
へ
の
反
抗
勢
力
を
倒
し
た
勲

功
と
し
て
陸
奥
国
府
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。

つ
ま
り
、
率
忠
状
の
提
出
は
、
石
河
繍
合
戦
を
そ
う
し
た
勲
功
と
し
て

粉
飾
し
て
国
府
に
伝
え
る
た
め
に
行
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
国
府
が
合
戦

終
結
を
祝
し
て
い
る
の
は
、
光
高
の
そ
の
様
な
工
作
が
あ
る
程
度
成
功

し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

陸
奥
劉
府
が
在
地
の
詳
織
ま
で
畑
山
援
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
史

料
7
で
も
一
部
引
用
し
た
南
部
師
行
宛
て
北
翁
顕
家
御
教
翠
に
見
え
る

次
の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

15 

[
史
料

ω](建
武
元
年
カ
)
六
月
十
二
日
、
北
畠
顕
家
御
教
設

(
『
市
問
北
』
一

l
七
二
)

(
前
略
)
去
春
ハ
、
偏
被
レ
任
一
一
御
使
注
進
一
之
閥
、
実
又
参
差

御
沙
汰
も
候
つ
ら
ん
。
然
布
地
下
事
、
い
か
に
と
し
て
委
細
ハ

被
一
一
知
食
一
候
は
ん
そ
。
一
往
先
被
レ
任
ニ
御
使
注
進
一
て
、
有
一
一

懇
申
之
品
輸
一
者
、
可
レ
被
レ
改
。
(
後
略
)

ま
ず
前
半
部
分
で
「
去
る
春
は
専
ら
御
使
(
糠
部
郡
奉
行
南
部
削
行
)

か
ら
の
注
進
を
受
け
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
承
認
す
る
形
で
沙
汰
を
行
っ

て
い
た
の
で
、
実
際
に
は
相
互
に
矛
盾
す
る
よ
う
な
沙
汰
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
し
か
し
在
地
の
詳
締
ま
で
閤
府
側
で
ど
う
や
っ
て
把
握
し
た
ら

よ
い
の
か
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
罰
府
が
在
地
の
詳
し
い
事
情

ま
で
は
犯
援
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
後
半
部
分
で
は
、
「
(
闘
府
側
で
在
地
の
詳
細
ま
で
把
握
で
き
な

い
の
で
)
ひ
と
ま
ず
御
使
か
ら
の
注
進
に
任
せ
て
沙
汰
を
行
い
、
(
そ

の
上
で
「
参
羨
御
沙
汰
」
が
生
じ
る
な
ど
し
て
)
切
実
に
訴
え
出
て
く

る
者
が
い
た
ら
、
先
の
沙
汰
を
改
め
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
「
参
差
御

沙
汰
」
が
生
じ
た
場
合
に
あ
る
種
の
「
再
審
議
求
」
を
認
め
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

突
は
品
目
我
光
高
は
石
河
楯
合
戦
の
翌
月
、
こ
の
「
再
審
議
求
」
を
利

用
し
て
、
先
に
「
安
堵
悶
宣
」
を
得
た
に
も
拘
わ
ら
ず
別
人
に
与
え
ら

れ
て
し
ま
っ
た
所
領
の
還
付
を
求
め
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
待
相
提
出
し

た
申
状
に
、
石
河
楯
合
戦
を
自
ら
の
勲
功
と
し
て
図
府
に
伝
え
よ
う
と

す
る
光
高
の
意
識
を
読
み
取
り
得
る
記
述
が
あ
る
。
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〔
史
料
日
〕
建
武
元
年
六
月
日
、
曾
我
光
筒
申
状
案
〈
『
南
北
』

七
六
)曾

我
太
郎
光
町
削
謹
言
上

欲
ド
早
仰
一
一
御
善
政
一
、
霊
山
袋
小
御
下
知
人
先
度
下
一
一
;
叩
悶
悶(百

出
瓦
一
安
堵
地
内
所
領
、
以
ニ
津
軽
平
賀
郡
内
沼
楯
村
二
被
レ
奇

日一l
附
安
保
弥
五
郎
入
道
一
問
事

副
進

一
通
悶
宣
安
堵
案

右
、
於
一
一
沼
楯
村
一
者
、
為
一
一
議
代
相
伝
所
領
一
之
問
、
依
レ
無
二
当

知
行
初
途
一
、
下
二
l
賜
安
堵
殴
出
品
…
上
者
、
被
レ
付
二
別
人
一
之

条
、
不
使
次
第
也
。
凡
光
高
者
、
一
五
一
一
也
絡
相
伝
当
知
行
一
、
一
百
一
一

刻
沼
新
寸
刻
州
矧
咽
劇
ぺ
、
方
々
難
レ
被
レ
目
前
日
一
置
理
訴
一
。

W
W
M附

無
二
御
信
用
一
、
於
ニ
弓
箭
家
一
失
一
一
一
曲
目
一
者
山
唱
。
然
早
重
下
一
一
l

ヲ
沼
野
}

賜
安
堵
間
出
向
具
一
、
弥
為
レ
令
レ
致
一
一
合
戦
一
。
恐
懐
雪
国
上
如
レ

h
f
 

建
武
元
年
六
月

日

一
七
七
)

[ 

品，;;::史
光欲義ぬ話料

ま当12可下太
代宅郎た〕
守室主ヰて年

ーやの月

日記ETR 
Pμ 一間血、

宣侭J~上長曾
ン'-1 ，~ の我
内
I目 下 あ光
樹二 ん商

l も申
代監 ん状

τz: L.. W 

難堵 常

に剛 司

訟岩 間
二・ ;1し
宏悶 』

A 出

弥子
五 上
郎 者
入、

道
方
一
事

副
進一

通

閑

寂

室

右
、
津
軽
平
賀
郡
於
ニ
大
平
賀
山
右
楯
沼
楯
村
々
一
者
、
申
ニ
代

々
相
伝
当
知
行
一
、
申
一
一
大
光
寺
合
戦
忠
勤
六
下
二
i
賜
安
堵
紛

旨
国
宣
一
事
明
白
也
。
然
安
保
弥
五
郎
入
道
、
被
レ
行
一
一
大
光
寺

合
戦
忠
賞
一
時
、
光
潟
当
知
行
内
招
栃
村
、
号
ニ
関
所
一
申
ニ
ー
賜

闘
宣
一
事
、
無
レ
術
次
第
也
。
所
設
為
ニ
打
渡
御
使
一
上
者
、
進
ニ

路
国
宣
案
一
者
也
。
然
者
於
ニ
当
村
}
者
、
難
レ
打
ニ
l
波
之
一
鍬
。

旦
為
レ
内
清
一
一
刑
判
裁
許
一
。
仰
恐
々
己
中
日
上
如
レ
件
。

悶
じ
案
件
に
つ
い
て
述
べ
た
若
干
内
容
を
異
に
す
る
文
怒
が
ニ
通
存
在

す
る
が
、
史
料
は
は
「
為
ニ
打
渡
御
使
一
上
者
、
進
目
寸
悶
悶
宜
案
一
者

也
」
と
あ
る
の
で
安
保
弥
五
郎
に
沼
楯
村
を
打
渡
し
に
や
っ
て
来
た

「
御
使
」
に
対
し
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
分
か
る
。
一
方
史
料
日

は
お
止
文
言
が
「
恐
抽
出
言
上
」
と
史
料
ロ
よ
り
も
厚
礼
で
あ
る
の
で
、

よ
り
上
位
者
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
ど

こ
か
と
皆
問
え
ば
、
注
進
内
容
が
「
震
予
一
一
一
賜
安
堵
劉
宣
一
」
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
陸
奥
国
府
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
る
。こ

こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
現
地
の
奉
行
人
に
対
し
て
提
出
し
た
史

料
は
で
は
、
所
領
巡
付
の
恨
拠
と
な
る
勲
功
と
し
て
「
大
光
寺
合
戦
忠



勤
」
し
か
載
せ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
陵
奥
国
府
に
提
出
し
た
史
料
日

で
は
「
大
光
寺
石
河
等
家
出
血
」
と
両
方
を
載
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
現
地
の
事
情
を
よ
く
知
っ
た
奉
行
人
に
対
し
て
は
石
河
楯
合

戦
を
勲
功
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
に
対
し
、
在
地
の
詳
細

ま
で
知
ら
な
い
間
府
に
対
し
て
は
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
光
潟
の

恕
識
を
読
み
取
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

よ
っ
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
史
料
6
の
よ
う
な
軍
忠
状
の
提
出
は
、

そ
う
し
た
意
識
に
基
づ
い
て
石
河
楯
合
戦
を
勲
功
と
し
て
粉
飾
サ
る
た

め
に
行
っ
た
行
為
で
あ
り
、
史
料
7
で
国
府
が
合
戦
終
結
を
祝
し
て
い

る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
工
作
が
あ
る
程
度
成
功
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

と
考
え
た
い
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
一
見
都
合
の
怒
い
史
料
6
や
史
料
7
の
存
在
に

も
拘
わ
ら
ず
、
石
河
櫛
合
戦
は
、
や
は
り
所
領
相
論
に
端
を
発
す
る
品
目

我
氏
内
郊
の
私
戦
と
見
な
せ
る
も
の
と
考
え
る
。

五

ま
と
め
と
今
後
の
課
題
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こ
れ
ま
で
の
考
察
に
基
づ
き
、
抑
謀
者
な
り
の
洋
経
合
戦
の
政
治
過
程

の
叙
述
を
行
い
全
体
の
ま
と
め
と
す
る
。
つ
い
で
本
稿
で
論
じ
残
し
た

問
題
を
指
摘
し
、
今
後
の
課
題
と
し
て
提
示
し
て
む
す
び
に
縫
え
る
。

元
弘
一
一
一
年
五
月
に
鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
す
る
と
、
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ

た
北
畠
顕
家
と
そ
の
父
親
一
肢
は
、
義
良
親
王
と
と
も
に
奥
州
に
派
遣
さ

れ
、
陸
奥
底
府
は
建
武
政
権
の
怒
援
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

し
か
し
津
軽
地
方
で
は
こ
れ
以
降
も
新
政
権
に
対
す
る
低
抗
が
統
い

た
。
ま
ず
元
弘
一
一
一
年
か
ら
閏
年
初
め
に
か
け
て
平
賀
郡
の
大
光
寺
楯
を

鉾
台
に
合
戦
が
行
わ
れ
た
。
陵
奥
閤
府
は
曾
我
氏
工
藤
氏
'
安
藤
氏

な
ど
津
軽
の
有
力
氏
族
に
加
え
て
潟
奥
か
ら
も
兵
力
を
動
員
し
て
当
城

を
攻
め
、
一
克
弘
四
年
正
月
八
日
の
戦
闘
で
ほ
ぼ
合
戦
は
終
了
し
た
。

翌
二
月
、
こ
の
大
光
守
楯
に
お
け
る
幕
府
方
の
敗
北
を
受
け
、
出
現

の
旧
幕
府
勢
力
が
動
き
出
す
。
北
条
氏
一
族
の
名
越
時
加
と
秋
悶
城
介

安
迷
筒
景
ら
を
品
目
班
と
す
る
鍛
勢
は
、
小
鹿
島
や
秋
剖
城
に
楯
を
築
き

津
経
へ
の
乱
入
を
謀
る
。
こ
れ
に
対
し
陸
奥
闘
府
側
は
大
阿
が
(
大
鰐
)

に
津
軽
中
の
「
給
主
御
家
人
」
ら
を
終
結
さ
せ
、
こ
れ
に
備
え
さ
せ
た
。

そ
の
後
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
時
如
高
裁
ら
の
鍛
勢
は
殺
終
的
に

奥
和
郡
の
持
寄
城
に
集
結
し
、
こ
れ
に
先
の
大
光
寺
の
敗
残
兵
等
も
加

わ
り
、
お
そ
ら
く
建
武
元
年
の
四
月
か
ら
五
月
頃
ま
で
に
は
持
容
城
に

お
い
て
戦
闘
が
始
ま
る
。

以
後
河
械
に
お
け
る
合
戦
は
長
期
戦
と
な
り
、
陸
奥
閤
府
は
各
地
の

有
力
武
士
を
次
々
と
津
軽
に
下
し
て
陀
城
を
平
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

こ
の
間
八
月
に
は
北
畠
顕
家
自
身
の
洋
経
下
向
も
計
劉
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
十
一
月
に
は
よ
う
や
く
反
乱
啄
の

大
将
時
如
吉
川
公
ら
が
降
伏
し
、
同
城
に
お
け
る
戦
闘
は
終
結
し
、
津

躍
の
戦
乱
は
ひ
と
ま
ず
終
息
す
る
。

な
お
こ
う
し
た
動
乱
状
況
は
、
当
地
の
領
主
が
抱
え
て
い
た
矛
盾
を

表
面
化
さ
せ
る
契
機
に
も
な
っ
た
。
そ
の
具
体
例
が
曾
我
光
潟
の
ん
や
例
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で
あ
る
。
骨
我
光
高
は
平
賀
郡
の
大
平
賀
郷
や
場
楯
郷
の
領
主
で
あ
る

が
、
か
ね
て
よ
り
叔
父
の
経
光
と
の
聞
に
大
平
賀
郷
を
め
ぐ
る
所
領
相

論
を
抱
え
て
い
た
。

大
光
寺
の
戦
闘
に
参
加
し
た
光
高
は
、
合
戦
終
結
の
後
、
出
羽
か
ら

の
北
条
余
光
乱
入
の
動
き
と
、
こ
れ
に
鍛
え
る
た
め
に
津
軽
中
の
「
給

主
御
家
人
」
を
大
阿
保
に
集
結
さ
せ
る
と
い
う
動
き
が
起
こ
る
と
、
こ

れ
に
応
じ
て
大
光
寺
の
降
人
を
談
送
し
つ
つ
自
ら
も
大
河
係
ま
で
参
上

し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
隙
を
つ
い
て
経
光
は
大
平
賀
郷
内
の
光
潟
所
領

に
乱
入
し
、
「
御
年
貢
銭
伯
余
震
文
」
な
ど
を
奪
い
取
る
と
い
う
行
為

に
及
ん
だ
。
建
武
元
年
一
一
一
月
に
光
高
は
申
状
を
提
出
し
、
経
光
を
追
い

出
し
所
領
を
保
全
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
う
て
い
る
ロ

し
か
し
巴
月
十
三
日
、
結
局
こ
の
争
い
は
光
高
|
絞
光
問
の
戦
闘
を

惹
起
し
、
さ
ら
に
平
賀
郡
の
石
湾
楯
に
お
け
る
合
戦
に
ま
で
発
問
脱
す

る
。
そ
し
て
五
月
二
十
一
日
に
光
高
が
石
海
楯
を
攻
め
落
と
す
に
及
ん

で
こ
の
争
い
は
幕
を
閉
じ
る
。

以
上
、
津
軽
合
戦
の
政
治
過
程
の
推
理
を
延
々
と
行
っ
て
き
た
が
、

本
秘
で
は
津
軽
合
戦
を
、
も
っ
ぱ
ら
「
津
経
に
お
け
る
元
弘
動
乱
」
と

し
て
扱
っ
て
き
た
。
従
っ
て
そ
の
性
格
に
つ
い
て
も
、
当
地
に
お
け
る

後
醍
制
方
と
鎌
倉
首
都
府
方
の
戦
い
と
い
う
基
本
的
性
絡
に
し
か
着
目
し

て
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
津
軽
に
は
、
前
代
か
ら
「
蝦
夷
管
領
」
安

藤
氏
が
派
泣
さ
れ
、
蝦
夷
支
配
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
注
目
す

べ
き
援
史
的
特
殊
性
が
あ
る
。
「
蝦
夷
管
領
」
と
は
鎌
倉
諮
問
川
の
「
東

爽
成
敗
」
権
を
四
世
地
で
体
現
す
る
存
在
で
あ
り
、
中
世
悶
家
編
成
上
非

A
冗
抑
}

常
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
洋
経
の
持
つ
特
殊
性
は
、

こ
の
地
の
歴
史
を
考
え
る
際
に
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
股
史
的
特
殊
性
を
視
野
に
入
れ
た
時
、
洋
経
合
戦
は
ど

の
よ
う
な
戦
乱
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
か
、
こ
う
し
た
視
角
も
必
要
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
津
軽
合
戦
は
、
蝦
夷
支
配
の
拠
点
で
あ
る
津
軽
を
巡
る
新

政
権
方
と
旧
首
都
府
方
の
抗
争
で
も
あ
っ
た
と
い
う
見
方
も
出
来
る
か
も

知
れ
な
い
。
大
光
寺
楯
合
戦
に
お
け
る
幕
府
方
の
敗
北
は
す
ぐ
さ
ま
秋

田
城
介
安
迷
商
録
ら
の
津
軽
乱
入
を
招
い
て
い
る
が
、
遠
藤
鍛
氏
は
、

こ
の
事
実
も
一
例
託
と
し
て
、
か
つ
て
は
「
ま
っ
た
く
の
空
戦
」
「
単

な
る
武
門
名
数
の
峨
」
と
さ
れ
て
い
た
鎌
倉
期
の
秋
田
城
介
が
、
現
実

に
秋
田
城
を
つ
う
じ
て
蝦
夷
支
配
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い

〔担る
。
ま
た
、
秋
悶
城
介
ら
の
乱
入
に
対
し
、
陵
奥
国
府
側
は
各
地
の
有

力
武
士
を
次
々
と
津
軽
に
派
巡
し
、
さ
ら
に
は
健
闘
山
守
北
島
駅
家
の
下

向
ま
で
計
闘
し
て
い
る
が
、
伊
藤
答
良
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
後
醗

測
が
顕
家
を
奥
羽
に
送
り
込
ん
だ
の
は
、
鎌
倉
末
期
の
「
蝦
爽
叛
乱
」

以
来
沈
静
化
し
て
い
な
い
洋
経
の
混
乱
を
鋲
め
、
旧
政
機
の
与
党
を
一

揃
し
、
鎌
倉
幕
府
の
「
蝦
夷
管
領
」
に
代
わ
っ
て
「
蝦
夷
沙
汰
」
を
行

{
刊
却
}

使
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
枠

組
仕
合
戦
の
政
治
過
程
の
中
に
、
蝦
夷
支
配
の
拠
点
で
あ
る
当
地
を
巡
る

陸
奥
田
府
対
秋
田
城
介
の
戦
い
と
い
う
構
図
を
読
み
取
れ
る
よ
う
に
も



間一?っ。無
論
、
こ
れ
は
現
時
点
で
の
根
拠
の
な
い
深
読
み
に
過
ぎ
な
い
。
し

か
し
、
序
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
津
軽
合
戦
に
関
す
る
従
来
の
叙
述
の

殆
ど
が
合
戦
の
経
過
の
略
述
に
留
ま
っ
て
い
た
の
は
、
そ
も
そ
も
そ
れ

以
上
の
深
い
分
析
を
す
る
程
の
重
要
性
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か

ら
で
は
な
い
か
と
も
感
ず
る
。
こ
の
よ
う
に
津
軽
の
持
つ
歴
史
的
特
殊

性
も
視
野
に
入
れ
て
分
析
す
る
こ
と
は
、
津
軽
合
戦
に
、
単
な
る
「
津

軽
に
お
け
る
元
弘
動
乱
」
と
い
う
以
上
の
歴
史
的
議
要
性
を
見
出
す
こ

と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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註

(
l
)
佐
藤
進
一
氏
は
、
比
尚
氏
に
よ
っ
て
陵
奥
国
府
に
整
備
さ
れ
た
支
配
体

制
を
「
奥
州
小
幕
府
」
と
呼
ん
だ
。
佐
藤
氏
は
、
北
畠
氏
が
旧
幕
府
と
ほ

と
ん
ど
河
じ
職
制
を
設
け
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
を
「
陸
奥
山

羽
ニ
悶
を
管
轄
」
し
、
「
議
良
を
将
軍
、
顕
家
を
執
権
と
す
る
」
小
幕
府
で

あ
っ
た
と
し
て
い
る
(
佐
藤
進
一
『
日
本
の
脱
出
史
9

南
止
似
の
動
乱
』

中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
、
問
一
貰
1
四
五
頁
)
。

〈

2
)
こ
う
し
た
陸
奥
田
府
の
地
方
支
配
機
構
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
縦
「
建
武

政
権
下
の
銭
奥
用
問
府
に
闘
す
る
一
考
察
」
(
故
田
武
教
授
還
暦
記
念
会
縦

吋
岡
本
古
代
・
中
世
史
の
地
方
的
股
間
』
古
川
弘
文
抽
出
、
一
九
七
一
一
一
年
)
、

同
氏
「
南
北
朝
内
乱
の
中
で
」
(
小
林
消
治
大
石
直
正
編
『
中
世
奥
羽
の

世
界
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
)
な
ど
参
照
。

(
3
)
地
図
l
の
郡
域
の
現
地
比
定
は
、
遠
藤
厳
「
中
世
初
期
経
奥
出
務
両

悶
の
郡
平
保
一
野
(
小
林
法
治
大
石
直
正
純
明
中
世
奥
羽
の
枇
界
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
〉
に
よ
る
。
ま
た
、
楯
の
位
低
比
定
に

は
、
沼
館
愛
一
一
一
『
枠
組
枇
諸
城
の
研
究
』
伊
吉
お
脂
、
一
九
八
一
年
、
『
日
本

歴
史
地
名
体
系
2

背
森
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
一
一
年
を
参
問
'
し

‘一。
J
h
 

(
4
)
官
附
道
生
『
背
森
県
の
歴
史
』
山
川
山
版
社
、
一
九
七
O
年。

(
5
)
大
光
寺
楯
合
戦
に
お
い
て
嫡
家
大
光
寺
骨
我
氏
と
庶
子
家
岩
楯
骨
技
氏

が
対
立
し
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
古
く
か
ら
明
確
な
恨
拠
な
く
繰
り

返
し
説
か
れ
て
き
た
説
で
あ
る
。
サ
な
わ
ち
骨
我
文
巾
問
中
の
曾
我
氏
系
開
削

(
叫
す
森
県
史
資
料
編
中
世
i
』
一
一
一
一
一
一
号
)
に
は
惟
泣
系
と
助
光
系
の

一
一
系
統
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
の
系
統
が
文
書
か
ら
も
確
認
出
来
る

の
に
対
し
後
者
は
磁
一
認
出
来
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
助
光
の
系
統
を
、
大

光
寺
を
拠
点
と
し
北
条
方
に
つ
い
て
や
が
て
減
ば
さ
れ
た
大
光
寺
品
目
我
氏

と
恕
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
説
に
確
た
る
根
拠
は
な
く
、
大

光
寺
掘
削
合
戦
で
河
城
に
拠
っ
た
者
の
名
も
史
料
上
は
不
明
で
あ
る
(
小
口

雅
史
「
洋
経
合
我
氏
の
基
礎
的
研
究
」
『
弘
前
大
学
臨
史
研
究
加
八
九
、
一

九
九
O
年)。

(6)
大
光
寺
機
合
戦
に
名
越
時
如
。
安
迷
肉
筑
の
介
入
が
見
ら
れ
た
と
し
て

い
る
。
確
か
に
後
に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
阿
人
の
津
軽
合
戦
へ
の
関
与
は

史
料
上
確
認
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
が
大
光
寺
栃
合
戦
か
ら
始
ま
っ
て
い

た
と
い
う
根
拠
は
な
い
。

(
7
)
伊
賀
獄
光
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

(8)
問
問
清
一
「
一
克
弘
雄
武
期
の
津
軽
大
乱
と
曽
我
氏
」
(
吋
鎌
倉
幕
府
と

東
関
』
統
群
市
計
閉
山
従
完
成
会
、
ニ

O
O六
年
。
初
出
一
九
九
O
年)。

(9)
附
田
氏
は
、
敗
兵
の
一
部
が
山
辺
郡
に
逃
れ
山
辺
郡
で
合
戦
が
勃
発
し

た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
翌
建
武
二
年
に
起
こ
っ
た
山
辺
合
戦
(
「
建
武

二
年
九
月
一
日
、
比
品
凱
家
御
教
沼
写
」
『
市
化
刷
迫
文
京
叱
編
』
第
一
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巻
一
六
八
号
。
以
下
訪
問
北
』
一
1
1

一
六
八
の
よ
う
に
帆
明
記
)
を
迎
武
元

年
の
合
戦
に
混
同
し
た
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
。

(
叩
)
問
問
氏
は
、
「
小
鹿
島
」
や
「
秋
悶
城
」
に
楯
を
築
い
て
沖
経
に
乱
入
し

た
「
叛
乱
」
躍
は
、
「
式
部
卿
宮
」
を
推
戴
し
て
い
た
と
す
る
。
こ
れ
は
、

元
弘
四
年
二
月
語
、
品
u
我
光
高
申
状
案
(
の
ち
史
料
2
で
引
用
)
に
見
え

る
出
羽
か
ら
の
北
糸
余
党
の
乱
入
と
、
(
控
武
元
年
ヵ
)
六
月
十
二
日
、
北

品
開
削
家
御
教
書
(
の
ち
史
料
7
、
叩
で
一
部
引
m
m
)

に
見
え
る
、
「
外
浜
明

附
」
な
る
人
物
が
「
式
部
卿
官
」
を
自
称
す
る
「
思
党
人
」
を
推
戴
し
て

い
た
と
い
う
記
述
を
結
び
つ
け
て
の
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
一
一
つ
の

記
述
を
結
び
つ
け
る
理
由
が
分
か
ら
ず
、
此
一
一
か
強
引
な
史
料
解
釈
の
よ
う

に
忠
わ
れ
る
。

(
日
)
感
邸
稔
・
長
谷
川
成
一
総
『
図
説
苛
森
県
の
陛
史
』
河
出
羽
房
新
社
、

一
九
九
一
年
。
肉
じ
く
小
口
氏
の
手
に
な
る
五
所
川
原
市
抑
制
『
五
所
川
原

市
史
通
史
編
i
』
一
九
九
八
年
の
第
四
綱
、
第
一
訳
、
第
二
郎
の
記
述
、

浪
間
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
浪
岡
町
史
第
一
巻
』
一
一

0
0
0年
の
第
盟

部
、
第
一
一
一
章
、
第
四
節
の
記
述
、
「
新
編
弘
前
市
史
」
編
纂
委
只
会
縦
『
新

編
弘
前
市
史
』
通
史
編
l

(
古
代
・
中
世
)
一
一

O
O三
年
の
第
問
章
、
第

二
節
、
第
八
項
の
記
述
も
殆
ど
河
じ
。

(
ロ
)
波
乱
削
勝
一
一
一
編
『
市
消
村
史
鈎
弐
務
』
一
九
九
六
年
。

(
日
)
便
宜
上
イ
、
口
、
ハ
、
ニ
の
閲
段
に
分
け
て
説
明
し
た
が
、
原
文
を
見

る
と
イ
の
部
分
と
ハ
ニ
の
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
段
絡
を
構
成
し
て

お
り
、
ロ
の
部
分
は
独
自
の
段
落
と
し
て
そ
の
問
に
押
入
さ
れ
る
よ
う
に

配
位
さ
れ
て
い
る
。

(
日
比
)
本
史
料
の
他
に
、
ほ
ぽ
向
内
容
だ
が
全
文
漢
文
体
の
も
の
が
も
う
一
通

存
在
す
る
(
吋
南
北
』
一
ー
ー
一
ニ
入
)
。
ま
た
、
京
大
史
料
編
纂
所
架
践
の
彬

写
本
『
南
部
家
文
怒
』
に
は
、
こ
れ
ら
二
通
の
他
に
本
史
料
と
ほ
ぼ
向
文

の
文
部
が
さ
ら
に
こ
通
収
録
さ
れ
て
お
り
、
同
内
務
の
文
叫
が
余
部
で
問

v接
骨
在
す
る
こ
と
に
な
る
(
外
山
室
生
「
合
我
光
高
叔
父
光
経
の
大
平
賀

郷
抑
領
」
『
弘
前
大
学
悶
史
研
究
』
一

O
四
、
一
九
九
八
年
三
こ
れ
ら
問

通
の
文
訟
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
考
。
な
お
、
本
摘
に
お
い
て
以
下
で
引

用
す
る
古
文
お
は
、
法
本
的
に
は
『
溺
北
朝
遺
文
京
北
編
』
に
拠
っ
て

い
る
が
、
向
時
に
吋
行
森
田
附
史
資
料
編
中
位
l
h
と
の
比
較
を
行
い
、

文
字
の
異
同
が
あ
る
場
合
に
は
、
写
真
な
ど
で
硲
認
出
来
た
も
の
に
関
し

て
は
字
を
改
め
た
筒
所
が
あ
る
。

(
日
)
設
8
前
掲
附
田
氏
論
文
一
一
一
七
九
頁
。

〈
日
)
岡
田
消
一
氏
は
、
「
御
下
文
」
で
は
な
く
放
光
寺
や
地
球
堂
が
焼
失
し
た

と
解
し
、
大
光
守
楯
だ
け
で
な
く
税
制
村
や
大
平
賀
郷
を
含
め
た
広
範
聞

で
合
戦
が
行
わ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
が
、
史
料
を
素
直
に
読
め
ば
焼
失

し
た
の
は
「
御
下
文
」
で
あ
る
。

(
げ
〉
本
史
料
は
過
去
の
史
料
集
に
は
採
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
吋
南
北
初
遺
文
』

に
は
じ
め
て
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
に
つ
い
て
は
討
は
外
山

氏
論
文
が
史
料
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

(
日
)
註
2
前
倒
抑
述
藤
氏
論
文
「
迎
武
政
権
下
の
陛
呉
国
府
に
関
す
る
一
考
抑
制
」

は
、
史
料
2
に
見
え
る
「
河
川
川
新
左
衛
門
尉
」
を
吋
総
武
年
間
記
』
所
殺

の
「
奥
州
式
評
定
衆
引
付
・
諸
事
行
交
名
注
文
」
(
『
南
北
』
一
四
郎
〉

に
見
え
る
陸
出
世
間
府
一
一
一
需
引
付
「
市
立
威
左
術
門
尉
」
に
比
定
し
て
い
る
。

(ω)
史
料
2
に
見
え
る
「
国
中
」
は
津
軽
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
次
の
よ
う
な
用
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

A
麿
応
一
一
年
(
一
三
一
一
一
九
)
五
月
日
時
、
品
開
我
貞
光
明
中
忠
状
(
『
南
化
』

一
四
五
九
)

〈
前
山
崎
)
去
一
一
一
月
、
為
レ
大
ニ
将
軍
先
代
越
後
五
郎
般
日
、
南
部

六
郎
普
類
弁
成
剖
小
次
郎
左
衛
門
尉
同
六
郎
工
藤
中
努
右
衛
門

尉
跡
若
党
相
守
安
保
小
五
郎
倉
光
孫
三
郎
総
瀬
彦
次
郎
入
道
以

下
御
敵
等
、
令
レ
乱
一
三
入
沼
中
司
、
大
光
寺
外
掲
打
務
之
処
(
後
同
時
)
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B
点
和
一
一
一
年
(
一
一
一
一
間
七
)

二

九

五

O)

(
前
略
)
蹄
応
二
年
三
月
、
御
敵
越
後
五
郎
↓
~
代
南
部
六
郎

誠
同
小
次
郎
左
衛
門
尉
以
下
説
、
市
中
ニ
数
百
騎
二
資
-
一
入
洋
経
中
一

O
向
(
後
略
)

こ
れ
は
、
脳
応
二
年
三
月
、
南
朝
方
の
南
部
氏
ら
が
こ
の
と
き
北
朝
方
に

転
じ
て
い
た
品
目
我
貞
光
(
光
高
と
河
人
)
の
本
拠
大
光
寺
外
掛
加
を
攻
め
務

と
し
た
事
刊
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
A
の
「
国
中
」
は
文
脈

上
明
ら
か
に
洋
経
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
し
、

B
で
は
同
一
の
本
刊
に
つ

い
て
は
っ
き
り
と
「
資
日
寸
入
洋
経
中
こ
と
記
し
て
い
る
。

〈
初
)
大
鰐
は
奥
州
の
幹
線
道
路
で
あ
る
央
大
道
ル
l
ト
上
に
存
在
し
、
比
内

郡
か
ら
矢
立
峠
を
こ
え
て
洋
経
へ
入
っ
た
災
大
滋
が
最
初
に
平
野
部
へ
足

を
踏
み
入
れ
る
と
い
う
関
門
の
地
に
位
位
し
て
い
た
(
斉
藤
科
男
「
悼
世
界

都
市
平
泉
と
北
奥
世
界
」
一
同
橋
滋
雄
綴
『
東
北
古
代
史
の
研
究
』
古
川
弘

文
館
、
一
九
八
六
年
)
。
出
羽
か
ら
の
北
条
余
党
津
軽
乱
入
の
風
聞
を
受
け

て
当
地
に
本
勢
が
集
結
さ
れ
た
の
は
、
大
鰐
の
持
っ
こ
う
し
た
交
通
の
姿

街
と
し
て
の
性
格
か
ら
考
え
て
、
こ
こ
が
侵
入
ル
l
ト
と
目
さ
れ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。

(
幻
)
こ
の
よ
う
に
考
え
ず
に
、
五
月
二
十
一
日
に
石
河
縮
が
落
城
し
(
史
料

8
)
、
つ
い
で
五
月
二
十
一
日
か
ら
史
料
7
が
作
成
さ
れ
る
六
月
十
ニ
日
ま

で
の
削
に
持
寄
域
合
戦
が
勃
発
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
「
石
河
楯
法
城
」
と
「
持
容
械
的
諮
せ
ず
」
と
い
う
二
つ
の

情
報
は
時
間
援
を
お
い
て
瓶
番
に
国
府
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
史
料
7
は
こ
れ
よ
り
先
に
南
部
師
行
か
ら
「
条

々
」
の
注
進
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
逐
一
指
示
を
与
え
た
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
二
つ
の
悩
報
も
師
行
か
ら
の
「
条
々
」

に
一
緒
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
間
行
の
賠
た
際
部
郡
は
津
軽

五
月
日
、
骨
我
貞
光
申
状
土
代
(
『
南
北
』

か
ら
非
潟
に
近
い
場
所
に
あ
る
。
従
っ
て
師
行
は
洋
経
情
勢
を
ほ
ぼ
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
抑
曲
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
「
石
河
械
が
洛

城
し
、
持
寄
械
の
合
戦
が
未
だ
静
識
し
な
い
」
と
い
う
の
は
、
師
行
が

「
条
々
」
を
作
成
し
た
時
点
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
律
相
批
情
勢
を
そ
の
ま
ま
記

し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

(
辺
)
建
武
元
年
四
月
十
三
日
、
昨
蹴
嗣
世
間
同
霞
笠
(
『
南
北
』
一

li
六
五
)
、
建
武

元
年
八
月
日
一
一
日
、
沙
弥
進
性
寄
進
状
(
『
荷
北
』
一
九
四
)
。

(
幻
)
建
武
元
年
八
月
二
日
、
陸
奥
図
悶
笠
(
『
南
北
』
一

l
八
六
)
で
南
部
獅

行
に
対
し
、
「
津
軽
御
下
向
路
次
、
拙
慨
部
郡
内
宿
々
御
雑
事
用
意
事
」
に
つ

い
て
命
じ
て
い
る
。
「
御
下
内
向
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
従
来
顕
家
の
下
向
を
指

し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
註
8
4別
掲
何
回
氏
論
文
は
義
良

続
玉
の
下
向
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

(
刷
出
)
迎
武
元
年
八
月
二
日
、
願
文
代
咋
閉
経
施
行
状
写
(
明
南
北
恥
一

il--
八
七
)
。

(
お
)
史
料
8
参
照
。

(
部
)
建
武
元
年
九
月
二
日
、
陵
奥
国
岡
笠
(
明
南
北
』
一
一

O
一一)。

(
幻
)
註
n
v
M掲
、
山
地
武
元
年
八
月
廿
二
日
、
沙
弥
速
性
寄
進
状
(
吋
南
北
陥
一

ー
九
四
)
。

(
犯
〉
安
迷
肉
祭
は
、
安
迷
時
顕
の
嫡
子
で
あ
り
秋
凹
城
介
に
任
官
し
て
い
た

(
町
時
卑
分
脈
』
魚
名
公
孫
)
。

(
鈎
)
史
料
l
お
よ
び
(
元
弘
一
一
一
年
ヵ
)
十
二
月
廿
五
日
、
時
重
視
状
〈
『
南
北
』

一

三

O
)、
建
武
元
年
一
一
一
月
十
二
日
、
北
畠
顕
家
下
文
(
吋
南
北
』
一

l

五
六
)
。

(
初
)
史
料
4
、
処
武
元
年
八
月
甘
一
目
、
工
藤
貞
行
液
状
(
『
南
北
』

一一一)。

(
剖
)
史
料
4
参
照
。

(
詑
)
史
料
4
参問問。

(
お
)
(
姥
武
一
五
年
)
一
一
一
月
一
目
、
北
品
顕
家
推
挙
状
(
『
南
北
恥

九

一
五
四
)
。
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(
剖
)
時
如
・
高
裁
ら
の
軍
勢
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
経
路
を
通
っ
て
津
軽

に
乱
入
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
津
軽

中
の
軍
勢
が
終
結
し
て
い
る
大
鰐
を
通
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
を
突
破
す
る
と
い
う
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
に
閲
す
る
合
戦
の
記
録
が
残
っ
て
い
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し

た
史
料
は
な
い
。
従
っ
て
別
ル

l
卜
を
通
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
候
補
と
し
て
は
、
出
羽
側
か
ら
海
岸
線
を
北
上
し
て
津
軽
に
入
る
近
世

の
西
浜
街
道
に
当
た
る
ル

i
ー
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
西
浜
街
道
ぞ
い

に
は
中
世
の
板
碑
や
館
跡
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
結
ぶ
逃
が
中
世
畑
山
か

ら
存
寵
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
背
森
県
立
郷
土
館
編
『
官
蘇
県
「
歴

史
の
道
」
調
資
報
告
部
西
浜
街
道
(
鯵
ヶ
沢
街
道
)
』
狩
森
県
教
育
委
員

会
、
一
九
八
四
年
)
。

(
お
)
遠
藤
綴
「
中
役
隠
家
の
東
夷
成
敗
艇
に
つ
い
て
」
(
『
松
前
滞
と
松
前
』

九
、
一
九
じ
六
年
)
。

(
羽
)
述
山
崎
鍛
「
秋
田
城
介
の
復
活
」
(
高
橋
お
雄
編
『
山
県
化
古
代
史
の
研
究
』

古
川
弘
文
抽
出
、
一
九
八
六
年
)
。

(
幻
)
鎌
倉
米
湖
、
津
軽
で
、
蝦
夷
の
「
叛
乱
」
を
発
端
と
す
る
大
規
模
な
戦

乱
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
蝦
策
管
領
」
安
藤
氏
に
対

す
る
蝦
前
向
の
蜂
起
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
安
藤
氏
一
族
の
対
立
を
引
き
起
こ

し
、
や
が
て
蝦
夷
を
巻
き
込
ん
だ
安
藤
氏
の
内
紛
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た

も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
安
藤
氏
の
乱
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
斉

藤
利
男
「
聞
過
の
十
一
一
一
波
安
藤
氏
相
伝
文
お
と
八
戸
南
部
氏
」
(
藤
木
久
士
山

伊
藤
忍
良
編
『
奥
羽
か
ら
中
世
を
み
る
』
古
川
弘
文
館
、
一
一

O
O九
年
)
、

大
高
波
正
「
外
が
浜
市
内
向
考
」
(
同
氏
吋
中
世
北
方
の
政
治
と
社
会
陥
校

倉
お
房
、
一
一

O
一
O
年
、
初
出
一
九
八

O
年
)
、
入
問
問
定
夫
「
鎌
倉
幕
府

と
奥
羽
悶
悶
」
(
小
林
市
治
大
石
直
正
抑
制
『
中
世
奥
羽
の
世
界
』
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
)
、
設
お
前
掲
述
燦
燦
氏
論
X
な
ど
参
照
。

(
犯
)
伊
藤
惑
良
「
建
武
政
権
試
論
成
立
過
程
を
中
心
と
し
て
」
(
同
氏

『
中
枇
岡
家
と
京
悶
奥
羽
』
校
念
書
一
…

m、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
九
八

年
三

¥_/ 
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岩
楯
村
放
光
寺
、
大
平
賀
郷
内
地
蔵
堂
に
関
す
る
「
御
下
文
」
焼
失
。
戦
火
に
よ
る
か
。

大
光
寺
で
合
戦

大
光
寺
で
合
戦

大
光
寺
で
合
戦

朝
敵
余
党
人
、
小
鹿
嶋
・
秋
田
城
な
ど
に
稲
を
築
き
、
津
軽
に
乱
入
せ
ん
と
す
る
の
問
え
あ
り

官
我
経
光
、
大
平
賀
郷
押
領

品M
我
光
高
、
経
光
と
対
戦
。
こ
れ
よ
り
先
、
多
国
貞
綱
洋
経
へ
下
向
。

石
河
川
相
で
合
段
。
石
河
楯
滞
域
。

こ
れ
よ
り
先
、
中
条
時
長
持
寄
城
へ
向
か
う
。

こ
の
こ
ろ
北
品
鎖
家
の
津
軽
下
向
計
関
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
後
、
鯨
岡
乗
降
洋
経
へ
下
向

伊
賀
践
光
問
光
俊
代
官
小
河
時
長
、
津
軽
持
寄
城
へ
向
け
て
陸
奥
国
府
を
発
つ
。

伊
賀
盛
光
小
河
時
限
目
、
持
寄
域
へ
到
着
。
河
域
で
合
収
。

こ
れ
よ
り
後
、
大
河
一
戸
隆
行
洋
経
へ
下
向
。

持
容
城
で
合
戦

持
容
域
合
戦
終
結
。
名
越
時
如
安
達
河
川
品
降
伏

南
部
師
行
、
枠
組
枇
に
留
め
置
け
る
降
人
の
交
名
を
校
進




